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12月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【デジタル時代にアナログも新鮮】／
タイヤケアホントの話【「ダブルタイヤに石が挟まった時の処置」】…３面／食の新旧
街道を行く【「旬の味に癒される⑨」ぽっかぽか、みかん鍋】…７面

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 5,150 94.4%

一　般 ― 98.5%
宅配便（千個） 319,226 95.9%

輸送統計
平成30年9月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
113

（−10）
84

（−8）
197

（−18）

交通事故死者数（人）
10月31日現在 11月29日現在

2,796
（−145）

3,110
（−200）

全国の死亡
事故件数

2,732
（−152）

平成30年10月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

11/15〜12/14  6728
12/15〜H31.1/14  1833

２・3
・�トラック協会ニュース

・�官公庁ニュース（国交省等）

8 ・�物流彼
あ ち こ ち

方此方
��相川運送㈲（東京都）

７ ・トラックステーション
（TS）年末年始休業案内

6
・��交通事故防止！！
わが社の取り組み

�　 �トーヨー・ロジテック㈱
　（愛媛県）

5
・��特別寄稿「最近の軽油価格情
勢と今後の見通し」
（一財）日本エネルギー経済研究所
　　石油情報センター
　　　　調査役　橋爪 吉博氏

4 ・��テールゲートリフターを安全に
使用するために

国交省池田道路局長に要望書を提出

　

同
総
会
に
は
︑
全
ト
協
か

ら
坂
本
克
己
会
長
︑
小
幡
鋹

伸
副
会
長
︑
眞
鍋
博
俊
副
会

長
︑
小
林
幹
愛
副
会
長
︑
奈

良
幹
男
副
会
長
︑
田
中
亨
副

会
長
︑
浅
井
隆
副
会
長
︑
佐

藤
雄
平
理
事
︑
吉
野
雅
山
理

事
や
︑
桝
野
龍
二
理
事
長
ら

全
ト
協
幹
部
が
多
数
出
席
︒

　

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
細
田

博
之
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連

会
長
は
︑﹁﹃
働
き
方
改
革
﹄

は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

と
っ
て
は
痛
し
痒
し
︒
時
間

外
労
働
や
雇
用
条
件
︑
安
全

面
等
の
課
題
や
︑
全
国
的
に

深
刻
化
し
て
い
る
人
手
不
足

も
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
の
非
常

に
大
き
な
制
約
要
因
に
な
っ

て
い
る
︒
そ
う
い
っ
た
中
で

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
を

適
切
に
改
正
す
べ
く
︑
改
正

案
が
よ
う
や
く
出
来
上
が
っ

た
︒
こ
の
場
で
皆
様
に
お
諮

　

自
由
民
主
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
（
細
田
博
之
会
長
）
総
会
が
11
月

20
日
に
行
わ
れ
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
坂
本
克
己
会
長
）
が
出
席
し
た
。
同

総
会
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
労
働
条

件
改
善
に
向
け
て
、
全
ト
協
が
取
り
組
ん

で
き
た
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の
一
部

改
正
案
が
審
議
・
承
認
さ
れ
、
法
律
改
正

を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
平
成
31
年
度
税
制
改
正
・
予
算

に
関
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の
最

重
点
要
望
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

２
０
５
人
の
国
会
議
員
が
参
集
（
本
人

出
席
69
人
、
代
理
出
席
１
３
６
人
。
出
席

者
一
覧
３
面
）
し
、
要
望
や
同
法
改
正
案

に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

議
連
総
会
の
最
後
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項
の
実
現

に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
旨
決
議
さ
れ

た
。

り
を
し
て
︑
一
気
に
国
会
で

成
立
す
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
た
い
﹂と
あ
い
さ
つ
し
た
︒

　

坂
本
全
ト
協
会
長
は
︑﹁
日

本
の
経
済
と
生
活
を
支
え
︑

激
甚
災
害
時
に
は
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
と
な
る
ト
ラ
ッ
ク
に
と
っ

て
︑
道
路
の
問
題
は
重
要
︒

早
期
に
新
規
の
高
速
道
路

と
︑
高
速
道
路
が
使
い
や
す

い
仕
組
み
の
整
備
を
お
願
い

し
た
い
︒
ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
環
境
改
善
の
た
め

に
事
業
法
の
改
正
を
行
い
︑

新
し
い
ル
ー
ル
の
中
で
︑
公

正
な
競
争
を
し
っ
か
り
と
す

る
形
を
つ
く
り
あ
げ
︑
社
会

の
た
め
に
な
る
事
業
者
が
生

き
残
っ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
︒
そ
の
た
め
に

は
︑荷
主
の
理
解
も
不
可
欠
︒

今
日
は
国
土
交
通
省
︑
厚
生

労
働
省
︑
経
済
産
業
省
︑
農

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
議
連
総
会
で
税
制
改
正
・
予
算
を
要
望

最
重
点
４
項
目
を
決
議

林
水
産
省
︑
公
正
取
引
委
員

会
の
方
々
に
も
お
越
し
い
た

だ
い
た
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
条
件
が
改
善
さ
れ
る
こ
と

で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が

さ
ら
に
日
本
経
済
の
発
展
に

貢
献
し
︑
活
力
に
満
ち
溢
れ

た
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
を
お
約
束
す
る
﹂
と

力
強
く
宣
言
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
ま
ず
同
議
連

の
盛
山
正
仁
幹
事
長
代
行

が
︑
同
議
連
と
全
ト
協
で
議

論
を
重
ね
て
き
た
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
改
正
案

（
表
１
）に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

﹁
今
回
の
法
改
正
は
︑
国
交

省
の
み
な
ら
ず
︑
荷
主
を
所

管
す
る
経
産
省
・
農
水
省
︑

働
き
方
改
革
を
所
管
す
る
厚

労
省
に
加
え
︑
公
取
委
も
携

わ
る
こ
と
が
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
﹂
と
述
べ
︑
改
正
の
目
的

や
概
要
等
に
つ
い
て
解
説
︒

出
席
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
︑
全
ト
協
︑
国
交
省
が
回

答
し
た
︒

　

続
い
て
︑
小
幡
全
ト
協
副

会
長
が
最
重
点
要
望
事
項
に

つ
い
て
説
明
︒
国
交
省
自
動

車
局
と
道
路
局
が
各
項
へ
の

対
応
状
況
に
つ
い
て
報
告
し

た
後
︑
出
席
議
員
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
︒

　

総
会
の
最
後
に
は
︑﹁
大
口

・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の

継
続
・
恒
久
化
﹂
な
ど
︑
最

重
点
４
項
目
の
決
議（
表
２
）

を
採
択
し
た
︒　11月20日、全ト協の坂本会長、小幡副会長、田中副

会長は同総会終了後、国交省の池田豊人道路局長の元を
訪れ、「平成 31年度税制改正・予算に関する要望書」を
手渡した。写真左から小幡副会長、池田道路局長、坂本
会長、田中副会長（11月20日、国交省）

表２　自由民主党トラック輸送振興議員連盟決議
一、�生産性の向上、労働環境の改善、安全・環境

対策に大きな効果をもたらす高速道路の利用促進
を図るため、大口・多頻度割引最大 50％の継続・
恒久化

一、道路の積極的な活用に向けた諸施策の実現
一、自動車関係諸税の負担軽減・簡素化
一、働き方改革の実現に向けた総合的な対策の推進

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
16
日
︑
自
由
民
主
党
本

部
で
行
わ
れ
た
自
由
民
主
党

自
動
車
議
員
連
盟
（
額
賀
福

志
郎
会
長
）
自
動
車
政
策
懇

談
会
に
他
の
自
動
車
関
係
団

体
と
と
も
に
出
席
し
︑
平
成

31
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
最
重
点
要
望
事
項
の

説
明
を
行
っ
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
︑
小
幡
鋹

伸
副
会
長
（
愛
知
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
）
と
桝
野
龍
二

理
事
長
が
出
席
︒
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
現
状
や
︑
高
速

道
路
に
お
け
る
大
口
・
多
頻

度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
・

恒
久
化
な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望

事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
︒

　

自
動
車
関
係
団
体
か
ら
の

意
見
要
望
発
表
を
受
け
て
の

意
見
交
換
で
は
︑﹁
今
ほ
ど

自
動
車
業
界
に
苦
境
感
を
感

じ
る
こ
と
は
な
い
︒
自
民
党

と
し
て
も
︑
皆
さ
ん
と
思
い

を
共
有
し
︑
こ
の
苦
境
を
乗

り
切
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
﹂
な
ど
︑
活
発
な
議
論
を

展
開
︒
最
後
に
細
田
博
之
自

動
車
議
員
連
盟
幹
事
長
（
自

民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議

員
連
盟
会
長
）
が
︑﹁
自
動

車
関
係
諸
税
の
軽
減
に
つ
い

て
は
各
部
会
・
議
連
の
先
生

方
に
大
い
に
仕
事
を
し
て
い

た
だ
き
︑
今
日
頂
戴
し
た
ご

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
﹂
と
述
べ
た
︒

自
動
車
議
連
自
動
車
政
策
懇
談
会

で
要
望
内
容
を
説
明
す
る
小
幡
副

会
長
（
11
月
16
日
、
自
民
党
本
部
）

貨物自動車運送事業法一部改正案が審議・承認された自民党トラック輸送振興議員連盟総会（11月20
日、ビジョンセンター永田町）

冒頭あいさつする坂本克己全ト協会長

自
動
車
関
係
諸
税
軽
減
に
向
け
て
前
進
へ

自
動
車
議
員
連
盟
自
動
車
政
策
懇
談
会
で
要
望
内
容
を
説
明

全ト協

表１

トラック議連・「貨物自動車運送事業法改正案」を承認
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2018.11.15—
12.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2018.11.15—
12.1

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～歩行者・自転車保護編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�横断歩道のない交差点やその近くを歩行者が横断しているときは、クラ
クションを軽く鳴らし注意を喚起しながら進行する。（ ○・× ）

❷	 �横断歩道や自転車横断帯とその手前から30メートル以内の場所では、追
越しは禁止されているが、追抜きは禁止されていない。（ ○・× ）

❸	 �沿道に車庫を持つ車などで特に通行を認められた車は歩行者用道路を通
行できるが、この場合は、特に歩行者に注意して徐行する。（ ○・× ）

❹	�追越しなどのため自転車の側方を通るときは、自転車との間に安全
な間隔を空けるか、徐行する。（ ○・× ）

❺	�歩道や路側帯を横切る場合には、その直前で一時停止しなければな
らないが、自転車道を横切る場合には一時停止をしなくてもよい。
（ ○・× ）

（解答は７面）

　あなたは１２月初旬の空が白み始めた早朝、山間部の下り坂を走
行しています。前方はカーブしており橋が見えます。この場面にはどの
ような危険がありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転
をすればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 106回〕「下り坂のカーブを走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

京
都
府
警
察
本
部
は
︑
京

都
市
中
心
部
の
御
池
通
（
堀

川
通
～
河
原
町
通
）
に
つ
い

て
︑
貨
物
集
配
中
の
ト
ラ
ッ

ク
に
係
る
駐
車
規
制
を
見
直

す
と
発
表
し
た
︒
12
月
17
日

㈪
よ
り
︑
一
部
の
箇
所
で
貨

物
集
配
中
の
自
動
車
の
駐
車

が
可
能
と
な
る
︒

　

こ
れ
は
︑政
府
に
よ
る
﹁
自

動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改

革
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡

会
議
﹂
に
お
け
る
﹁
直
ち
に

取
り
組
む
施
策
﹂（
平
成
29

年
８
月
公
表
）
の
中
で
︑
生

産
性
向
上
（
ム
ダ
の
解
消
）

の
項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
﹁
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐

車
規
制
の
見
直
し
﹂
が
示
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
︒

今
年
２
月
に
は
︑
警
察
庁
か

ら
各
都
道
府
県
警
察
宛
に
通

達
﹁
貨
物
集
配
中
の
車
両
に

係
る
駐
車
規
制
の
見
直
し
の

推
進
に
つ
い
て
﹂
が
発
出
さ

れ
︑
こ
れ
を
受
け
︑
京
都
府

ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
荒
木
律
也

会
長
）
は
︑
会
員
事
業
者
に

対
し
て
実
施
し
た
実
態
調
査

や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
京
都

府
警
に
要
望
︑
見
直
し
箇
所

の
選
定
が
進
め
ら
れ
て
き
た
︒

　

今
回
の
見
直
し
で
は
︑
御

池
通（
堀
川
通
～
河
原
町
通
）

に
つ
い
て
︑
貨
物
集
配
中
の

自
動
車
の
駐
車
が
可
能
と
な

る
︒
対
象
時
間
は
６
時
～
20

時
︒
な
お
︑
駐
車
規
制
の
除

外
対
象
は
貨
物
集
配
中
に
限

ら
れ
︑
１
回
の
駐
車
時
間
は

20
分
程
度
と
さ
れ
て
い
る
︒

な
お
︑
道
交
法
で
定
め
ら
れ

た
駐
停
車
禁
止
場
所
で
の
駐

車
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
︒

　

現
在
︑
他
の
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て
も
駐

車
規
制
の
見
直
し
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒

認
定
事
業
者
を
12
月
13
日    

　
　
　
　

 

に
Ｈ
Ｐ
で
公
表

　
　
　

平
成
30
年
度

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所

　

11
月
19
日
︑
全
国
貨
物
自

動
車
運
送
適
正
化
事
業
実
施

機
関
で
あ
る
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
は
﹁
２
０
１
８
年
度

（
平
成
30
年
度
）
安
全
性
優

良
事
業
所
（
Ｇ
マ
ー
ク
事
業

所
）﹂
の
公
表
等
の
予
定
に
つ

い
て
発
表
し
た
︒

　

12
月
13
日
㈭
10
時
に
︑
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

で
認
定
事
業
所
の
事
業
所
名

・
住
所
・
電
話
番
号
を
公

表
︒
評
価
結
果
通
知
書
は
︑

同
日
か
ら
簡
易
書
留
に
て
発

送
を
開
始
し
︑
認
定
事
業
所

に
は
認
定
証
を
授
与
す
る
︒

「
自
家
用
燃
料
供
給
施
設　

整
備
支
援
事
業
助
成
金
」

　
　

  　
　
　

 

追
加
募
集

12
月
３
日
～
28
日

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

11
月
22
日
︑平
成
30
年
度﹁
自

家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支

援
事
業
助
成
金
﹂
の
追
加
募

集
に
つ
い
て
︑
12
月
３
日
㈪

か
ら
28
日
㈮
ま
で
の
期
間
で

実
施
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

主
な
助
成
要
件
は
︑
指
定

数
量
（
１
０
０
０
㍑
）
以
上

の
軽
油
専
用
タ
ン
ク
の
設
置

を
伴
う
自
家
用
燃
料
供
給
施

設
の
新
設
︑
増
設
ま
た
は
増

設
を
伴
う
代
替
を
行
い
︑
平

成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31

年
２
月
28
日
ま
で
に
市
町
村

（
各
市
町
村
地
区
消
防
組
合

等
）
よ
り
危
険
物
取
扱
所
の

完
成
検
査
済
証
の
交
付
を
受

け
︑
当
該
設
備
の
支
払
い
を

完
了
す
る
も
の
︒

　

助
成
金
額
は
︑
軽
油
タ
ン

ク
の
新
設
（
設
置
１
か
所
分

の
み
）
が
１
０
０
万
円
︑
軽

油
タ
ン
ク
の
増
設
お
よ
び
増

設
を
伴
う
代
替
が
30
万
円
︒

助
成
金
予
算
は
１
０
０
０
万

円
で
︑
追
加
公
募
期
間
内
に

申
請
額
が
予
算
を
超
過
し
た

場
合
に
は
︑
そ
の
時
点
で
受

付
を
終
了
し
︑
公
募
期
間
初

日
等
に
申
請
額
が
予
算
総
額

を
超
過
し
た
際
に
は
︑
１
件

当
た
り
の
助
成
金
額
を
減
額

す
る
場
合
が
あ
る
︒

　

助
成
対
象
者
は
会
員
事
業

者
︑
協
同
組
合
︑
連
合
会
︒

20
～
26
年
度
お
よ
び
28
～
30

年
度
に
全
ト
協
か
ら
同
事
業

に
よ
る
助
成
金
の
交
付
を
受

け
た
会
員
事
業
者
︑
協
同
組

合
︑
連
合
会
は
助
成
対
象
外

で
︑
交
付
申
請
は
年
度
内
１

施
設
限
り
︒

　

実
施
要
領
︑
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
全
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

�

ロ
ジ
パ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
が

国
交
大
臣
賞
を
受
賞

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

　
﹁
平
成
30
年
度
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
﹂（
主

催
・（
公
財
）
交
通
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
︑
後

援
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
普
及
推

進
協
議
会
）
審
査
結
果
が
発

表
さ
れ
︑
11
月
28
日
に
東
京

都
千
代
田
区
の
内
幸
町
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
﹁
平
成
30

年
度
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
﹂
の
中
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
︒

　

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き

続
き
︑
事
業
部
門
（
緑
ナ
ン

バ
ー
）︑
一
般
部
門
（
白
ナ
ン

バ
ー
）︑
ユ
ニ
ー
ク
部
門
（
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
関
す
る
独
自

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
様
々
な
主
体
）
の
３
部
門

で
行
わ
れ
︑
事
業
部
門
の
最

高
賞
と
な
る
国
土
交
通
大
臣

賞
は
㈱
ロ
ジ
パ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
　

今
年
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
︑
北
陸
地
方
や
関
東
甲

信
地
方
︑
東
北
太
平
洋
側
で

大
雪
に
見
舞
わ
れ
︑
交
通
障

害
が
発
生
す
る
な
ど
︑
近
年

降
積
雪
期
に
お
け
る
災
害
が

発
生
し
て
い
る
︒
こ
れ
を
受

け
て
政
府
で
は
︑
降
積
雪
期

に
お
け
る
防
災
態
勢
を
強
化

す
る
︒

　

運
送
事
業
者
に
対
し
て

も
︑
対
応
の
徹
底
を
呼
び
か

け
て
い
る
︒

�

﹁
タ
イ
ヤ
チ
ェー
ン
未
装
着
車

通
行
止
め
﹂
標
識
を
新
設

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
昨
シ

ー
ズ
ン
の
大
雪
を
受
け
て
開

催
し
て
き
た
冬
期
道
路
交
通

確
保
対
策
検
討
委
員
会
で
︑

﹁
大
雪
時
の
道
路
交
通
の
確

保
の
た
め
に
い
わ
ゆ
る
チ
ェ

ー
ン
規
制
を
実
施
す
べ
き
﹂

旨
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
︑

﹁
道
路
標
識
︑
区
画
線
及
び

道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
﹂

（
昭
和
35
年
総
理
府
令
・
建

設
省
令
第
３
号
）を
改
正
し
︑

﹁
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
取
り

付
け
て
い
な
い
車
両
通
行
止

め
﹂
の
規
制
標
識
を
新
設
す

る
（
図
）︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
同
標
識
の

あ
る
区
間
に
お
い
て
は
︑
降

積
雪
時
に
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
い

す
べ
て
の
車
両
の
通
行
が
禁

止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒

　

な
お
︑
同
改
正
は
12
月
上

旬
に
公
布
・
施
行
さ
れ
る
予

定
︒

�

車
両
運
転
時
の
チ
ェ
ー
ン

装
着
・
携
帯
を
強
く
呼
び

か
け

　

内
閣
府
は
11
月
27
日
︑
降

積
雪
期
を
迎
え
る
に
あ
た

り
︑中
央
防
災
会
議
会
長（
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
）
か

ら
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な

ど
指
定
公
共
機
関
に
対
し
て
︑

﹁
降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災

態
勢
の
強
化
等
に
つ
い
て
﹂

を
通
知
し
た
︒

　

大
雪
︑
暴
風
雪
等
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
︑
で
き
る

限
り
車
両
の
運
転
は
避
け
る

よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
︒

ま
た
︑
や
む
を
得
ず
車
両
を

運
転
す
る
場
合
に
は
︑﹁
事

前
の
気
象
情
報
・
道
路
情
報

等
を
確
認
す
る
こ
と
﹂
や
︑

﹁
車
両
の
点
検
整
備
を
確
実

に
行
い
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
を
装
着
﹂
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
る
︒
な
お
︑
大
雪

時
に
は
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
て
も
︑

立
ち
往
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
︑﹁
チ
ェ
ー
ン
を
装

着
ま
た
は
携
帯
﹂
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
︒併
せ
て
︑﹁
防

寒
着
︑
長
靴
︑
手
袋
︑
カ
イ

ロ
︑ス
コ
ッ
プ
︑牽
引
ロ
ー
プ
︑

飲
料
水
︑
非
常
食
等
を
準
備

し
︑
道
路
状
況
に
応
じ
た
無

理
の
な
い
運
転
に
努
め
る
こ

と
﹂な
ど
も
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

な
お
︑
今
号
の
﹃
広
報
と

ら
っ
く
﹄
に
は
︑
中
日
本
高

速
道
路
㈱
が
制
作
し
た
︑
チ

ェ
ー
ン
携
行
と
冬
の
高
速
道

路
の
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

る
チ
ラ
シ
﹁
大
型
車
は
必
ず

チ
ェ
ー
ン
携
行
を
！
﹂（
写
真
）

を
折
り
込
ん
で
い
る
︒

ス（
東
京
都
）が
受
賞
し
た
︒

　

ま
た
︑
事
業
部
門
の
優
秀

賞
受
賞
者
は
次
の
通
り
（
都

道
府
県
順
）︒

　

三
愛
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

東
北
物
流
課
（
宮
城
県
）︑

日
本
ト
ラ
ッ
ク
㈱
栃
木
営
業

所
（
栃
木
県
）︑
㈲
古
川
商

事
運
輸
本
社
営
業
所
（
東
京

都
）︑
日
本
ト
ラ
ッ
ク
㈱
藤

沢
営
業
所
（
神
奈
川
県
）

�

年
末
年
始
・
夏
期
等
繁
忙

期
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
対
策

一
部
改
正
案
で
12
月
20
日

ま
で
意
見
募
集

　

国
土
交
通
省
は
11
月
21
日

か
ら
12
月
20
日
ま
で
︑﹁
年

末
年
始
及
び
夏
期
等
繁
忙
期

に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
対

策
に
つ
い
て
﹂ 

の
一
部
改
正
案

に
関
す
る
意
見
募
集
を
実
施

し
て
い
る
︒

　

同
省
で
は
︑
近
年
︑
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
を
背

景
に
︑
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

輸
送
に
お
け
る
需
要
が
高
ま

る
時
期
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
︑
繁
忙
期
に
お

け
る
自
家
用
自
動
車
の
有
償

運
送
許
可
の
運
用
に
つ
い
て

趣
旨
を
明
確
化
す
る
と
と
も

に
︑
期
間
等
に
つ
い
て
所
要

の
見
直
し
を
行
う
︒

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︑

12
月
か
ら
平
成
31
年
１
月
に

通
達
を
発
出
し
︑
２
月
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
一
部
改
正
案
の
概

要
に
つ
い
て
は
︑
電
子
政
府

の
総
合
窓
口
ｅ
︱
Ｇ
ｏ
ｖ
を
参

照
の
こ
と
︒

（
12
月
１
日
〜
12
月
31
日
）

▽
12
月
５
日

・
第
７
回
引
越
事
業
者
優
良
認
定

制
度
運
営
委
員
会

▽
12
月
６
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
１
７
８
回
理
事
会

▽
12
月
12
日

・
第
36
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
委
員
会

▽
12
月
13
日

・
第
46
回
引
越
部
会

▽
12
月
17
日

・
第
47
回
物
流
政
策
懇
談
会

京
都
市
内
で
駐
車
規
制
見
直
し
実
現 

一
部
道
路
で
貨
物
集
配
中
車
両
対
象
に

各
地
へ
の
波
及
を
期
待

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
上
位

入
賞
者
（
11
月
28
日
、内
幸
町
ホ
ー
ル
）

降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
を
強
化

ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
間
近

大型車は大型車は

大雪の場合

スタッドレスタイヤを装着していても
通行できないことがあります

自力での脱出不可！

スリップ・立ち往生で
みんなの大迷惑！

高速道路を
走れません！！

必ず

あなたが
原因になるかも・・・

長時間の
通行止め

スリップ

大渋滞

立ち往生

チェーンチェーン
携行を！携行を！

冬の北陸は
気象激変！
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

今
か
ら
１
か

月
ち
ょ
っ
と
前

（
10
月
下
旬

頃
）
の
話
に
な

り
ま
す
が
︑北
海
道
の
自
動
車
整
備
工
場
で
︑

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
の
作
業
者
を
震
撼
さ
せ
る

悲
惨
な
死
亡
事
故
が
起
き
ま
し
た
︒

　

タ
イ
ヤ
に
関
す
る
事
故
と
し
て
は
︑
異
例

の
早
さ
で
報
道
さ
れ
た
事
故
で
す
︒
事
故
直

後
の
報
道
で
は
︑﹁
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
タ
イ
ヤ

交
換
の
た
め
︑
自
動
車
整
備
工
場
に
入
庫
︒

作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
︑
タ
イ
ヤ
が
破
裂

し
︑
作
業
者
が
２
㍍
ほ
ど
吹
き
飛
ば
さ
れ
て

死
亡
﹂
と
あ
り
ま
し
た
︒

　

そ
の
報
道
を
見
た
時
︑
場
所
は
北
海
道
︑

時
期
も
10
月
下
旬
で
す
か
ら
︑
ち
ょ
う
ど
ス

が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

は
石
を
取
り
除
く
た
め
に
整
備
工
場
へ
入
庫
し

た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
ま
し
た
︒

﹁
そ
れ
で
は
な
ぜ
︑
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
ま
っ
た

石
を
取
る
時
に
破
裂
事
故
が
起
き
る
の
か
？
﹂︒

　

理
由
は
単
純
で
︑
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
の
間
に
挟

ま
っ
た
石
が
︑
内
側
と
外
側
︑
両
方
の
タ
イ
ヤ

側
面
を
傷
付
け
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
︒
ま

た
︑
一
番
や
っ
て
は
い
け
な
い
の
が
︑
ハ
ン
マ
ー

な
ど
を
使
っ
て
取
り
除
く
方
法
で
す
︒﹁
石
だ
か

ら
ハ
ン
マ
ー
で
叩
け
ば
取
れ
る
だ
ろ
う
﹂
と
考
え

る
人
が
い
ま
す
が
︑
叩
い
た
瞬
間
︑
タ
イ
ヤ
の

傷
口
が
広
が
っ
て
破
裂
し
ま
す
︒

﹁
そ
れ
だ
っ
た
ら
︑
外
側
の
ホ
イ
ー
ル
を
外
せ

ば
︑
石
が
簡
単
に
取
れ
る
の
で
は
？
﹂︒

　

実
は
こ
れ
も
危
険
な
作
業
で
す
︒
挟
ま
っ
た

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業
が
始
ま
っ
た
頃

で
す
︒
新
品
交
換
な
ら
タ
イ
ヤ
が
破
裂
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
︑﹁
昨
年
ま
で
使
用
し
て

い
た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
異
常
が
あ
っ
た
か
︑

も
し
く
は
タ
イ
ヤ
の
側
面
に
あ
っ
た
大
き
な
傷
を

見
逃
し
て
空
気
を
注
入
し
た
結
果
︑
タ
イ
ヤ
が

破
裂
し
た
の
だ
ろ
う
﹂
と
考
え
ま
し
た
︒

　

と
こ
ろ
が
翌
日
の
報
道
で
は
︑
ま
っ
た
く
違

う
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
︒

　

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
後
輪
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
︑
石

が
挟
ま
っ
て
い
た
の
で
す
︒
後
輪
内
側
の
タ
イ
ヤ

と
後
輪
外
側
の
タ
イ
ヤ
の
間
に
は
︑
数
十
㌢
㍍

の
隙
間
が
あ
る
の
で
︑
道
路
に
落
ち
て
い
る
大
き

な
石
や
岩
な
ど
を
踏
む
と
︑
そ
の
隙
間
に
入
り

込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
︒
タ
イ
ヤ

に
岩
石
が
挟
ま
っ
た
状
態
で
走
行
す
る
と
異
音

石
が
タ
イ
ヤ
の
破
裂
を
抑
え
て
い
る
場
合
も
あ

り
︑
外
側
の
ホ
イ
ー
ル
を
固
定
し
て
い
る
ナ
ッ
ト

を
緩
め
た
瞬
間
に
傷
が
広
が
っ
て
破
裂
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
︒

　

正
し
い
手
順
は
︑
１
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒

ま
ず
は
大
型
ト
ラ
ッ

ク
を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ

プ
し
︑
石
が
挟
ま
っ

た
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
の

空
気
を
２
本
と
も
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
全

て
抜
き
去
り
ま
す
︒

そ
の
あ
と
外
側
の
ホ

イ
ー
ル
を
固
定
し
て

い
る
ナ
ッ
ト
を
緩
め

れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
が
破

裂
す
る
こ
と
な
く
︑

安
全
に
石
が
取
れ

ま
す
︒

　

そ
し
て
次
に
行
う
の
が
︑
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
の
状

態
確
認
で
す
︒
石
が
挟
ま
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑

２
本
の
タ
イ
ヤ
側
面
に
傷
が
入
る
の
で
︑
少
し
で

も
亀
裂
が
見
ら
れ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
を
新
品
に
交

換
し
ま
す
︒

　

こ
の
傷
の
判
定

で
甘
い
判
断
を
下

し
て
空
気
を
入
れ

始
め
た
結
果
︑
タ

イ
ヤ
が
破
裂
し
て

死
亡
事
故
に
繋
が

る
事
例
も
多
く
あ

る
の
で
︑
ダ
ブ
ル

タ
イ
ヤ
に
石
が
挟

ま
っ
た
時
は
︑
必

ず
プ
ロ
の
判
断
に

従
う
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
︒

第
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「
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
石
が
挟
ま
っ
た
時
の
処
置
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①下り坂のカーブでは、ブレーキを踏む車も少なく
ありませんから、前車がブレーキを踏んで急停止
した場合でも、追突を避けることができるだけの
十分な車間距離を保持しましょう。また、脇見など
をすると前車のブレーキランプの点灯に気付く
のが遅れますから、不用意な脇見などはせず、前
方をよく見て走行しましょう。
②冬期の橋は、雪がない場合でも、橋の下を冷た
い風が吹き抜けるため路面が冷やされて凍結し
やすくなります。特に山間部の橋は、深夜から早
朝にかけて露などが凍結して非常に滑りやすく
なっている場合があります。また、橋の上は突風
が吹きやすい場所でもありますから、決して油断
せず、ハンドルをしっかり握り、スピードを十分落
として慎重に走行しましょう。
　なお、カーブの手前に「滑りやすい・凍結注意」と
いう標識（図４）や、「横風注意」といった看板が
設置されている場所では、特段の注意が必要で
す。
③車幅が広いトラックは、カーブを曲がる時、車体
の一部が対向車線にはみ出すことがあります。右
側のミラーをチェックするなどして、対向車線に
はみ出さないように走行しましょう。

①カーブの手前やカーブの途中で前車が減速すると、
追突する危険があります（図１）。

②橋の上の路面が凍結していたり、突風が吹きつけ
るとスリップしたり横転する危険や、横転した自
車に対向車が衝突する危険があります（図２）。

③カーブでセンターラインをはみ出すと、対向車と
衝突する危険があります（図３）。

　あなたは12月初旬の空が白み始めた早
朝、山間部の下り坂を走行しています。前方
はカーブしており橋が見えます。この場面に
はどのような危険がありますか。また、危険
を避けるためにはどのような運転をすれば
よいでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

図４

凍結注意

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

ど
こ
を
訪
ね
て
も
︑
必
ず
と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の

話
が
出
る
︒
な
か
に
は
﹁
通
年
で

募
集
し
て
い
て
も
︑
ほ
と
ん
ど
応

募
者
が
来
な
い
﹂
と
嘆
く
事
業
者

も
い
る
︒

　

一
方
︑﹁
今
年
に
入
っ
て
か
ら
10

人
を
新
た
に
採
用
︑
そ
の
間
に
４

人
が
辞
め
た
の
で
︑純
増
が
６
人
﹂

と
い
う
事
業
者
が
い
る
︒
６
人
増

加
し
た
結
果
︑
同
社
の
ド
ラ
イ
バ

ー
数
は
55
人
に
な
っ
た
︒
こ
れ
に

合
わ
せ
て
︑
こ
の
１
年
で
﹁
大
型

車
と
４
㌧
車
を
そ
れ
ぞ
れ
３
台
ず

つ
増
車
し
た
﹂︒
同
時
期
に
古
い

車
両
１
台
を
売
却
し
た
の
で
︑
純

増
は
５
台
で
あ
る
︒
人
材
確
保
が

難
し
い
昨
今
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
車

両
を
増
や
し
た
の
だ
か
ら
︑
順
調

な
中
小
事
業
者
と
い
え
る
︒

　

同
社
は
以
前
か
ら
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
求
人
サ
イ
ト
を
主
体
に

募
集
し
て
き
た
︒
し
か

し
︑
た
だ
求
人
広
告
を

出
し
て
い
る
だ
け
で
は

な
い
︒
求
人
広
告
が
ア

ッ
プ
さ
れ
て
か
ら
一
定
の

期
間
に
︑
応
募
者
が
何

人
来
た
か
︑
さ
ら
に
応

募
し
て
き
た
人
た
ち
の

特
徴（
年
齢
層
や
経
歴
︑

そ
の
他
）を
分
析
す
る
︒

そ
し
て
︑
今
回
の
広
告
の
反
応

は
﹁
広
告
の
表
示
回
数
に
よ
る

も
の
か
︑
自
社
の
魅
力
の
有
無

か
︑
時
期
的
な
も
の
な
の
か
︑

そ
の
他
﹂
を
検
討
す
る
︒
そ
の

結
果
︑
次
回
の
募
集
広
告
の
対

策
を
立
て
︑
場
合
に
よ
っ
て
は

就
労
条
件
や
待

遇
な
ど
の
再
検

討
も
す
る
︒

　

同
社
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
様

々
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
︒

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
対
応
は
当
然

だ
︒﹁
採
用
者

へ
の
聞
き
取
り

調
査
で
は
︑
こ

の
１
年
間
に
採

用
し
た
ド
ラ
イ

バ
ー
は
全
員
︑

募
集
広
告
を
見

る
だ
け
で
な

く
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
検
索
し
て
会
社
を
確
認

し
て
か
ら
応
募
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
い
る
﹂
か
ら
だ
︒

ま
さ
に
︑﹁
ウ
ェ
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ

と
人
材
募
集
﹂
と
題
し
て
２
０

１
５
年
10
月
15
日
付
の
当
コ
ラ

ム
に
書
い
た
通
り
の
応
募
パ
タ

ー
ン
で
あ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
現
代
は
デ
ジ
タ
ル

社
会
で
あ
る
︒
だ
が
逆
に
ア
ナ
ロ

グ
も
大
切
だ
︒
例
え
ば
︑
安
全
管

理
に
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
が
欠
か
せ

な
い
︒
し
か
し
︑
安
全
運
転
に
は

精
神
的
安
定
も
重
要
な
要
素
で
︑

メ
ン
タ
ル
面
は
ア
ナ
ロ
グ
な
世
界

で
あ
る
︒
同
様
に
︑
ネ
ッ
ト
社
会

の
中
で
﹁
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
﹂
が
新

た
な
ダ
イ
レ
ク
ト
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て

き
た
︒
関
係
者
に
よ
る
と
︑﹁
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
市
場
は
年
率
30
％
ぐ

ら
い
ず
つ
伸
び
て
い
る
﹂
と
い
う
︒

　

こ
の
背
景
に
は
社
会
の
変
化
が

あ
る
︒
チ
ラ
シ
は
従
来
︑
主
に
新

聞
折
り
込
み
で
伝
達
さ
れ
て
い

た
︒
と
こ
ろ
が
新
聞
の
宅
配
部
数

が
減
少
し
︑
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
再

注
目
さ
れ
て
き
た
︒
ま
た
︑
ネ
ッ

ト
で
は
ア
ク
セ
ス
し
て
も
ら
え
な

け
れ
ば
無
に
等
し
い
︒
そ
の
点
︑

チ
ラ
シ
は
捨
て
る
に
し
て
も
い
っ
た

ん
は
手
に
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
︒
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
︑
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
参
入
す
る
運

送
事
業
者
も
出
て
き
た
︒

　

事
業
化
は
と
も
か
く
︑
求
人
チ

ラ
シ
を
社
員
が
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
︒
何
事
も

試
し
て
み
る
も
の
だ
︒

第
221
回

デジタル時代にアナログも新鮮

　

国
土
交
通
省
は
11
月
22

日
︑
さ
ら
な
る
物
流
の
効
率

化
の
た
め
に
︑
共
同
物
流
等

の
促
進
に
向
け
て
︑
課
題
や

今
後
の
施
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
﹁
共
同
物
流
等
の
促
進

に
向
け
た
研
究
会
﹂
を
設
置

し
︑
初
会
合
を
開
い
た
︒

　

改
正
物
流
総
合
効
率
化
法

の
施
行
か
ら
２
年
が
経
過

過
去
最
高
の
77
％

大
卒
の
内
定
率

　

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学

省
は
11
月
16
日
︑
平
成
30
年

度
﹁
大
学
等
卒
業
予
定
者
の

就
職
内
定
状
況
﹂（
10
月
１

日
現
在
）
を
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
大
学
生

の
就
職
内
定
率
は
77
・
０
％

（
前
年
同
期
比
１
・
８
ポ
イ

ン
ト
上
昇
）
と
な
り
︑
９
年

３
月
卒
の
調
査
開
始
以
降
︑

同
時
期
で
過
去
最
高
と
な
っ

た
︒

　

短
期
大
学
は
42
・
８
％

（
同
３
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）

と
な
り
︑
大
学
等
（
大
学
︑

短
期
大
学
︑高
等
専
門
学
校
）

全
体
で
は
74
・
５
％
（
同
１

・
９
ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
と
な

っ
た
︒

し
︑
共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

等
の
優
れ
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
た
が
︑
物
流
分

野
に
お
け
る
労
働
者
不
足
と

い
う
課
題
が
顕
在
化
し
て
き

た
た
め
︑
共
同
物
流
等
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
推
し
進
め
る
︒

　

同
法
に
基
づ
き
︑
ビ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
２
社
に
よ
る
中
距

離
の
共
同
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
︑
政
府
は

計
画
を
認
定
し
て
支
援
し
て

い
る
︒

�

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
デ
ー
タ
活
用

19
サ
ー
ビ
ス
を
選
定

　

国
土
交
通
省
は
11
月
21

日
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
新
た
な
民
間
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
19
サ
ー
ビ
ス

を
選
定
し
た
︒

　

８
月
14
日
か
ら
９
月
25
日

ま
で
公
募
し
て
い
た
も
の
で
︑

民
間
企
業
11
団
体
か
ら
21
の

応
募
が
あ
り
︑
適
用
性
な
ど

の
観
点
か
ら
選
定
し
た
︒

　

今
後
︑
選
定
さ
れ
た
サ
ー

ビ
ス
の
提
案
者
と
の
調
整
を

進
め
︑
実
用
化
に
あ
た
っ
て

の
制
度
的
・
技
術
的
課
題
の

検
討
や
実
験
・
実
装
を
行
っ

て
い
く
︒

　

19
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
︑﹁
特

定
車
両
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
を

用
い
た
サ
ー
ビ
ス
﹂と
し
て
︑

地
域
の
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
車
両
か
ら
︑
事
業
者

の
民
地
に
設
置
し
た
路
側
機

を
介
し
て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
デ

ー
タ
を
収
集
し
︑
運
行
管
理

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

り
︑
物
流
会
社
が
指
定
車
両

の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
デ
ー
タ
か

ら
︑
車
両
位
置
︑
速
度
︑
加

速
度
情
報
や
経
路
情
報
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

傭
車
運
行
業
務
を
適
正
化
す

る
な
ど
を
挙
げ
た
︒

�

コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
構
想

重
点
５
か
国
決
め
る

　

国
土
交
通
省
は
11
月
20
日
︑

﹁
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト
コ

ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
構
想
﹂
の

実
現
を
目
指
す
官
民
検
討
会

を
開
き
︑
重
点
５
か
国
を
決

め
た
︒

　

タ
イ
︑
マ
レ
ー
シ
ア
︑
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
︑
フ
ィ
リ
ピ
ン
︑

ベ
ト
ナ
ム
の
５
か
国
で
︑
重

点
的
に
取
り
組
む
︒
温
度
管

理
輸
送
な
ど
の
規
格
策
定
を

日
本
が
支
援
し
︑
市
場
と
し

て
有
望
な
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
の

競
争
を
優
位
に
進
め
る
︒

　

先
行
す
る
タ
イ
で
の
ビ
ジ

ョ
ン
・
戦
略（
案
）に
よ
る
と
︑

▽
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
に
関

す
る
意
識
啓
発
▽
日
本
企
業

の
競
争
優
位
性
の
確
立
▽
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
な
ど
で

両
国
が
連
携
し
て
い
く
︒

�﹁
年
末
年
始
の
輸
送
等
に
関

す
る
安
全
総
点
検
﹂
実
施

12
月
10
日
〜
31
年
１
月
10
日

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
自
主

点
検
等
を
通
じ
た
安
全
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
︑
輸

送
安
全
等
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
︑
12
月
10

日
㈪
か
ら
平
成
31
年
１
月
10

日
㈭
ま
で
︑
30
年
度
﹁
年
末

年
始
の
輸
送
等
に
関
す
る
安

全
総
点
検
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

お
け
る
重
点
点
検
事
項
は
︑

①
健
康
管
理
体
制
の
状
況
②

運
転
者
に
過
労
運
転
を
行
わ

せ
な
い
た
め
の
安
全
対
策
の

実
施
状
況
③
運
転
者
に
飲
酒

運
転
や
薬
物
運
転
等
を
行
わ

せ
な
い
た
め
の
安
全
対
策
の

実
施
状
況
④
車
両
の
日
常
点

検
整
備
︑
定
期
点
検
整
備
等

の
実
施
状
況
︱
︱
の
４
点
︒

　

国
交
省
で
は
︑
総
点
検
の

実
施
に
よ
る
安
全
確
保
の
徹

底
お
よ
び
総
点
検
実
施
後
の

自
主
点
検
表
の
提
出
を
呼
び

か
け
て
お
り
︑
点
検
実
施
項

目
や
自
主
点
検
表
に
つ
い
て

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

な
お
︑
全
ト
協
で
は
︑
車

輪
脱
落
事
故
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
同
事
故
防
止

の
た
め
の
点
検
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
ま
と
め
た
日
本
自
動
車

工
業
会
の
チ
ラ
シ
﹁
大
型
車

の
車
輪
脱
落
は
許
さ
な
い
︒﹂

（
写
真
）
を
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
折
り
込
み
︑

会
員
事
業
者
に
対
し
さ
ら
な

る
安
全
確
保
対
策
の
強
化
を

呼
び
か
け
て
い
る
︒

片
山　

さ
つ
き 

（
比
例
）

太
田　

房
江 

（
比
例
）

︻
衆
議
院
（
代
理
出
席
）︼

𠮷
川　

貴
盛 

（
北
海
道
２
区
）

伊
東　

良
孝  

（
北
海
道
７
区
）

堀
井　

学 

（
北
海
道
９
区
）

津
島　

淳 

（
青
森
１
区
）

木
村　

次
郎 

（
青
森
３
区
）

西
村　

明
宏 

（
宮
城
３
区
）

冨
樫　

博
之 

（
秋
田
１
区
）

金
田　

勝
年 

（
秋
田
２
区
）

額
賀　

福
志
郎  

（
茨
城
２
区
）

茂
木　

敏
充  

（
栃
木
５
区
）

笹
川　

博
義 

（
群
馬
３
区
）

福
田　

達
夫 

（
群
馬
４
区
）

黄
川
田
仁
志 

（
埼
玉
３
区
）

神
山　

佐
市 

（
埼
玉
７
区
）

柴
山　

昌
彦  

（
埼
玉
８
区
）

山
口　

泰
明 

（
埼
玉
10
区
）

野
中　

厚 

（
埼
玉
12
区
）

土
屋　

品
子 

（
埼
玉
13
区
）

田
中　

良
生 

（
埼
玉
15
区
）

小
林　

鷹
之 

（
千
葉
２
区
）

石
原　

宏
高 

（
東
京
３
区
）

平　
　

将
明  

（
東
京
４
区
）

若
宮　

健
嗣 

（
東
京
５
区
）

あ
き
も
と
司 

（
東
京
15
区
）

木
原　

誠
二 

（
東
京
20
区
）

伊
藤　

也 

（
東
京
22
区
）

小
倉　

將
信 

（
東
京
23
区
）

井
上　

信
治  

（
東
京
25
区
）

菅　
　

義
偉 

（
神
奈
川
２
区
）

甘
利　

明  

（
神
奈
川
13
区
）

宮
下　

一
郎 

（
長
野
５
区
）

田
畑　

裕
明 

（
富
山
１
区
）

宮
腰　

光
寛  

（
富
山
２
区
）

佐
々
木
紀 

（
石
川
２
区
）

西
田　

昭
二 

（
石
川
３
区
）

稲
田　

朋
美  

（
福
井
１
区
）

棚
橋　

泰
文  

（
岐
阜
２
区
）

武
藤　

容
治 

（
岐
阜
３
区
）

古
屋　

圭
司  

（
岐
阜
５
区
）

井
林　

辰
憲 

（
静
岡
２
区
）

塩
谷　

立  

（
静
岡
８
区
）

丹
羽　

秀
樹 

（
愛
知
６
区
）

根
本　

幸
典 

（
愛
知
15
区
）

三
ツ
矢
憲
生  

（
三
重
４
区
）

う
え
の
賢
一
郎 

（
滋
賀
２
区
）

左
藤　

章 

（
大
阪
２
区
）

と
か
し
き
な
お
み 

（
大
阪
７
区
）

大
塚　

高
司 

（
大
阪
８
区
）

原
田　

憲
治 

（
大
阪
９
区
）

谷　
　

公
一  

（
兵
庫
５
区
）

山
田　

賢
司 

（
兵
庫
７
区
）

西
村　

康
稔  

（
兵
庫
９
区
）

田
野
瀬
太
道 

（
奈
良
３
区
）

石
田　

真
敏  

（
和
歌
山
２
区
）

石
破　

茂  

（
鳥
取
１
区
）

赤
澤　

亮
正  

（
鳥
取
２
区
）

竹
下　

亘  

（
島
根
２
区
）

あ
べ　

俊
子 

（
岡
山
３
区
）

橋
本　

岳 

（
岡
山
４
区
）

加
藤　

勝
信  

（
岡
山
５
区
）

平
口　

洋 

（
広
島
２
区
）

高
村　

正
大 

（
山
口
１
区
）

塩
崎　

恭
久  

（
愛
媛
１
区
）

山
本　

公
一  

（
愛
媛
４
区
）

中
谷　

元 

（
高
知
１
区
）

井
上　

貴
博 

（
福
岡
１
区
）

藤
丸　

敏 

（
福
岡
７
区
）

自民党トラック議連総会出席者一覧 （本文１面、敬称略）
︻
衆
議
院
（
本
人
出
席
）︼

田
所　

嘉
德 

（
茨
城
１
区
）

葉
梨　

康
弘 

（
茨
城
３
区
）

梶
山　

弘
志  

（
茨
城
４
区
）

簗　
　

和
生 

（
栃
木
３
区
）

井
野　

俊
郎 

（
群
馬
２
区
）

小
渕　

優
子  

（
群
馬
５
区
）

三
ツ
林
裕
巳 

（
埼
玉
14
区
）

林　
　

幹
雄  

（
千
葉
10
区
）

辻　
　

清
人 

（
東
京
２
区
）

松
島　

み
ど
り 

（
東
京
14
区
）

大
西　

英
男 

（
東
京
16
区
）

あ
か
ま
二
郎 

（
神
奈
川
14
区
）

橘　
　

慶
一
郎  

（
富
山
３
区
）

金
子　

俊
平 

（
岐
阜
４
区
）

宮
澤　

博
行 

（
静
岡
３
区
）

望
月　

義
夫  

（
静
岡
４
区
）

熊
田　

裕
通 

（
愛
知
１
区
）

大
岡　

敏
孝 

（
滋
賀
１
区
）

小
寺　

裕
雄 

（
滋
賀
４
区
）

竹
本　

直
一  

（
大
阪
15
区
）

盛
山　

正
仁 

（
兵
庫
１
区
）

藤
井　

比
早
之 

（
兵
庫
４
区
）

渡
海　

紀
三
朗 

（
兵
庫
10
区
）

細
田　

博
之  

（
島
根
１
区
）

逢
沢　

一
郎 

（
岡
山
１
区
）

新
谷　

正
義 

（
広
島
４
区
）

山
口　

俊
一  

（
徳
島
２
区
）

大
野　

敬
太
郎 

（
香
川
３
区
）

鬼
木　

誠 

（
福
岡
２
区
）

古
賀　

篤 

（
福
岡
３
区
）

宮
内　

秀
樹 

（
福
岡
４
区
）

山
本　

幸
三  

（
福
岡
10
区
）

北
村　

誠
吾  

（
長
崎
４
区
）

金
子　

恭
之  

（
熊
本
４
区
）

衛
藤　

征
士
郎 

（
大
分
２
区
）

武
井　

俊
輔 

（
宮
崎
１
区
）

西
銘　

恒
三
郎 

（
沖
縄
４
区
）

船
橋　

利
実 

（
比
例
北
海
道
）

中
曽
根
康
隆 

（
比
例
北
関
東
）

山
田　

美
樹 

（
比
例
東
京
）

小
田
原
潔 

（
比
例
東
京
）

石
﨑　

徹 

（
比
例
北
陸
信
越
）

細
田　

健
一 

（
比
例
北
陸
信
越
）

鈴
木　

淳
司 

（
比
例
東
海
）

川
崎　

二
郎  

（
比
例
東
海
）

繁
本　

護 

（
比
例
近
畿
）

大
隈　

和
英 

（
比
例
近
畿
）

奥
野　

信
亮 

（
比
例
近
畿
）

門　
　

博
文 

（
比
例
近
畿
）

小
島　

敏
文 

（
比
例
中
国
）

岩
田　

和
親 

（
比
例
九
州
）

古
川　

康 

（
比
例
九
州
）

︻
参
議
院
（
本
人
出
席
）︼

和
田　

政
宗 

（
宮
城
）

大
沼　

み
ず
ほ 

（
山
形
）

丸
川　

珠
代 

（
東
京
）

中
川　

雅
治 

（
東
京
）

武
見　

敬
三 

（
東
京
）

森
屋　

宏 

（
山
梨
）

大
野　

泰
正 

（
岐
阜
）

藤
川　

政
人 

（
愛
知
）

二
之
湯
武
史 

（
滋
賀
）

西
田　

昌
司 

（
京
都
）

石
井　

正
弘 

（
岡
山
）

中
西　

祐
介 

（
徳
島
・
高
知
）

山
下　

雄
平　

 

（
佐
賀
）

金
子　

原
二
郎 

（
長
崎
）

松
下　

新
平 

（
宮
崎
）

麻
生　

太
郎  

（
福
岡
８
区
）

三
原　

朝
彦 

（
福
岡
９
区
）

武
田　

良
太  

（
福
岡
11
区
）

加
藤　

寛
治 

（
長
崎
２
区
）

木
原　

稔 

（
熊
本
１
区
）

野
田　

毅  

（
熊
本
２
区
）

坂
本　

哲
志 

（
熊
本
３
区
）

江
藤　

拓  

（
宮
崎
２
区
）

古
川　

禎
久  

（
宮
崎
３
区
）

金
子　

万
寿
夫 

（
鹿
児
島
２
区
）

小
里　

泰
弘  

（
鹿
児
島
３
区
）

江
渡　

聡
徳  

（
比
例
東
北
）

高
橋　

ひ
な
こ 

（
比
例
東
北
）

亀
岡　

偉
民 

（
比
例
東
北
）

永
岡　

桂
子 

（
比
例
北
関
東
）

佐
藤　

明
男 

（
比
例
北
関
東
）

中
根　

一
幸 

（
比
例
北
関
東
）

安
藤　

高
夫 

（
比
例
東
京
）

木
村　

哲
也 

（
比
例
南
関
東
）

山
本　

拓 

（
比
例
北
陸
信
越
）

神
田　

憲
次 

（
比
例
東
海
）

八
木　

哲
也 

（
比
例
東
海
）

大
見　

正 

（
比
例
東
海
）

木
村　

弥
生 

（
比
例
近
畿
）

福
山　

守 

（
比
例
四
国
）

福
井　

照  

（
比
例
四
国
）

山
本　

有
二 

（
比
例
四
国
）

今
村　

雅
弘  

（
比
例
九
州
）

冨
岡　

勉 

（
比
例
九
州
）

宮
路　

拓
馬 

（
比
例
九
州
）

︻
参
議
院
（
代
理
出
席
）︼

伊
達　

忠
一 

（
北
海
道
）

中
泉　

松
司 

（
秋
田
）

石
井　

浩
郎 

（
秋
田
）

上
月　

良
祐 

（
茨
城
）

高
橋　

克
法 

（
栃
木
）

猪
口　

邦
子 

（
千
葉
）

朝
日　

健
太
郎 

（
東
京
）

島
村　

大 

（
神
奈
川
）

三
原　

じ
ゅ
ん
子 

（
神
奈
川
）

塚
田　

一
郎 

（
新
潟
）

吉
田　

博
美 

（
長
野
）

野
上　

浩
太
郎 

（
富
山
）

堂
故　

茂 

（
富
山
）

岡
田　

直
樹 

（
石
川
）

滝
波　

宏
文 

（
福
井
）

渡
辺　

猛
之 

（
岐
阜
）

牧
野　

た
か
お 

（
静
岡
）

酒
井　

庸
行 

（
愛
知
）

吉
川　

ゆ
う
み 

（
三
重
）

こ
や
り
隆
史 

（
滋
賀
）

松
川　

る
い 

（
大
阪
）

末
松　

信
介 

（
兵
庫
）

堀
井　

巌 

（
奈
良
）

佐
藤　

啓 

（
奈
良
）

舞
立　

昇
治 

（
鳥
取
）

青
木　

一
彦 

（
鳥
取
・
島
根
）

江
島　

潔 

（
山
口
）

三
宅　

伸
吾 

（
香
川
）

山
本　

順
三 

（
愛
媛
）

井
原　

巧 

（
愛
媛
）

高
野　

光
二
郎 

（
高
知
）

松
山　

政
司 

（
福
岡
）

大
家　

敏
志 

（
福
岡
）

礒
崎　

陽
輔 

（
大
分
）

足
立　

敏
之 

（
比
例
）

阿
達　

雅
志 

（
比
例
）

佐
藤　

信
秋 

（
比
例
）

藤
木　

眞
也 

（
比
例
）

山
田　

宏 

（
比
例
）

共
同
物
流
さ
ら
に
促
進

労
働
力
不
足
の
顕
在
化
で



（4）第2120号（第3種郵便物認可）平成30年（2018年）12月1日

昇降板・キャスターそれぞれのストッパーを使用する昇降板・キャスターそれぞれのストッパーを使用する

平坦な場所で使用する平坦な場所で使用する

作業にふさわしい装備をする作業にふさわしい装備をする

1

2

3

4

5

6

積載重量を遵守し、昇降板の中央部に荷を配置する

周辺の安全を確保し、三角コーン等を配置する

始業前点検・定期点検を実施する
（点検事項は各社取扱説明書を参照）

CHECK!!CHECK!!

CHECK!!CHECK!!

CHECK!!CHECK!!

CHECK!!CHECK!!

CHECK!!CHECK!!

CHECK!!CHECK!!

あなたはルールを守っていますか？ チェックしてみましょうあなたはルールを守っていますか？ チェックしてみましょう

××

××

××
荷台の高さにある時荷台の高さにある時

地面に接地している時地面に接地している時

昇降・展開・格納している時
（動作中）

昇降・展開・格納している時
（動作中）

ストッパーを踏みながら運搬ストッパーを踏みながら運搬

乗ったまま移動（昇降）乗ったまま移動（昇降）

地面を背にして後退り地面を背にして後退り

① 地面を背にして後退りしない① 地面を背にして後退りしない

★詳細については各社取扱説明書を参照して下さい。★詳細については各社取扱説明書を参照して下さい。

CHECK!!CHECK!!

② 昇降板上で作業できるスペースを確保する② 昇降板上で作業できるスペースを確保する

CHECK!!CHECK!!

③ 昇降板は揺れやすいので慎重に移動する③ 昇降板は揺れやすいので慎重に移動する

CHECK!!CHECK!!

④ 昇降板等の傾きによる荷の動き出しに注意する④ 昇降板等の傾きによる荷の動き出しに注意する
（荷が動き出したら無理に支えない！）（荷が動き出したら無理に支えない！）

CHECK!!CHECK!!

⑤ 昇降板のストッパーを踏みながら運搬しない⑤ 昇降板のストッパーを踏みながら運搬しない

CHECK!!CHECK!!

⑨ 昇降板から荷がはみ出さないようにする⑨ 昇降板から荷がはみ出さないようにする

CHECK!!CHECK!!

⑩ 昇降板から少し離れた横に立ち
　 昇降板の周辺から目を離さない
⑩ 昇降板から少し離れた横に立ち
　 昇降板の周辺から目を離さない

CHECK!!CHECK!!

⑦ 作業者は原則として昇降板に乗ったまま
　 移動（昇降）しない
⑦ 作業者は原則として昇降板に乗ったまま
　 移動（昇降）しない

CHECK!!CHECK!!

⑧ 移動する時は昇降板を地面と荷台の中間
　 で止めて、ステップとして昇り降りする
⑧ 移動する時は昇降板を地面と荷台の中間
　 で止めて、ステップとして昇り降りする

CHECK!!CHECK!!

⑪ 動作中の昇降板には触らない、近寄らない⑪ 動作中の昇降板には触らない、近寄らない

CHECK!!CHECK!!

⑥ 昇降板の先端部と地面の段差に注意する⑥ 昇降板の先端部と地面の段差に注意する

CHECK!!CHECK!!

あなたはルールを守っていますか？ チェックしてみましょうあなたはルールを守っていますか？ チェックしてみましょう

垂直式 後部格納式
床下格納式

チルト式

〈昇降タイプ〉 〈昇降板の格納タイプ〉

垂直に移動（昇降）
するので不安定な
積荷に適しています

円弧を描くように
移動（昇降）し、接
地時に昇降板が傾
く特性があります

テールゲート（後部扉）に格納する
タイプです。TGLを展開しないと
扉の開閉ができません。 荷台の床下に格納するタイプです。

TGLに関係なく、扉を開閉できます。

ロックを忘れずに
使用しましょう
ロックを忘れずに
使用しましょう

手で折りたたむ際
はさまれに注意し
ましょう

続いて続いて
STEPSTEP22へへ

5

1

6

2

3

　作業者に身につけてほしい
　望ましい装備例

　周辺の安全確保・三角コーン　周辺の安全確保・三角コーン4

　平坦な場所　平坦な場所

始業前点検・定期点検始業前点検・定期点検

　荷の配置（中央部）

　ストッパー使用
（昇降板・キャスター）
　ストッパー使用
（昇降板・キャスター）

手袋

安全靴

　（独）労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所と厚生労働省は、テールゲ
ートリフター（TGL）取扱い時の労働災害を防止するために、リーフレット『テールゲー
トリフターを安全に使用するために　2ステップで学ぶ　6基本＆11場面別ルール』
を作成した。
　近年、「TGLの昇降板（プラットホーム）からの作業者の転落」、「荷の転落によ
る下敷き」、「昇降板と荷台の間への手足のはさまれ」などといった労働災害が増え
ている。厚労省と同研究所では、TGL取扱い時の労働災害防止を図るため、同リーフ
レットをTGL取扱いの基本マニュアルとして活用するよう呼びかけている。
　ここでは、同リーフレットの内容から、TGLの安全な取扱い方について紹介する。
なお、同リーフレットは同研究所ホームページからダウンロードできる。

　（独）労働者健康安全機構　労働安全衛生総合研究所と厚生労働省は、テールゲ
ートリフター（TGL）取扱い時の労働災害を防止するために、リーフレット『テールゲー
トリフターを安全に使用するために　2ステップで学ぶ　6基本＆11場面別ルール』
を作成した。
　近年、「TGLの昇降板（プラットホーム）からの作業者の転落」、「荷の転落によ
る下敷き」、「昇降板と荷台の間への手足のはさまれ」などといった労働災害が増え
ている。厚労省と同研究所では、TGL取扱い時の労働災害防止を図るため、同リーフ
レットをTGL取扱いの基本マニュアルとして活用するよう呼びかけている。
　ここでは、同リーフレットの内容から、TGLの安全な取扱い方について紹介する。
なお、同リーフレットは同研究所ホームページからダウンロードできる。

作業者の転倒・転落・飛び降り作業者の転倒・転落・飛び降り

荷および作業者の転倒・転落、下敷き等荷および作業者の転倒・転落、下敷き等

荷の転倒・転落による下敷き等荷の転倒・転落による下敷き等

昇降板との間に
はさまれ
昇降板との間に
はさまれ

その他

24.6%24.6%

17.7%
22.7%

20.5%

14.5%

78件

56件
72件

65件

46件
テールゲートリフター起因災害のタイプ

　TGL使用時における労働災害のタイプを同研究所が分析したところ、「作業者あ
るいは荷が倒れたり、転落する」災害が全体の65％を占めていることが分かった。
とりわけ、ロールボックスパレット（カゴ車）はTGL でよく取扱われているが、重
たく倒れやすいこともあり、下敷き等の重篤な災害に十分な注意が必要である。
　また、全体の約20％を占める「昇降板と荷台との間に足などがはさまれる」災
害にも注意が必要である。

　TGL使用時における労働災害のタイプを同研究所が分析したところ、「作業者あ
るいは荷が倒れたり、転落する」災害が全体の65％を占めていることが分かった。
とりわけ、ロールボックスパレット（カゴ車）はTGL でよく取扱われているが、重
たく倒れやすいこともあり、下敷き等の重篤な災害に十分な注意が必要である。
　また、全体の約20％を占める「昇降板と荷台との間に足などがはさまれる」災
害にも注意が必要である。

65%

（平成22年・23年の休業4日以上の労働災害データから無作為に約1/4を抽出したものを対象としています）（平成22年・23年の休業4日以上の労働災害データから無作為に約1/4を抽出したものを対象としています）

作業者作業者
必読必読！！！！

66 11

STEP
ステップ でで学ぶ学ぶ
基本 場面別ルール&

２２

主なテールゲートリフターの種類主なテールゲートリフターの種類

するために　するために　テールゲートリフターテールゲートリフター 安全安全をを にに使用使用

使用場面別ルール使用場面別ルール22
STEPSTEP

ロールボックスパレット（カゴ車）取扱いを例にした
テールゲートリフターの状況に応じた約束です。テールゲートリフターの状況に応じた約束です。

1111守るべき守るべき基本ルール基本ルール
のの のため！！のため！！ ６６11

STEP テールゲートリフターを安全に取扱うための約束です。テールゲートリフターを安全に取扱うための約束です。

作業作業 安全安全

労災防止
特集

保護帽
（ヘルメット）



第2120号（第3種郵便物認可）（5） 平成30年（2018年）12月1日

︻
解
説
︼
年
次
有
給
休
暇
は
︑
法
律

で
認
め
ら
れ
た
労
働
者
の
権
利
（
労

働
基
準
法
第
39
条
）
で
あ
り
︑
労
働

Ａ�

代
行
者
の
確
保
が
困
難
な

場
合
な
ど
の
具
体
的
な
事

情
が
あ
れ
ば
可
能

　

今
年
も
年
末
を
迎
え
、
例
年
に

な
く
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。
と

こ
ろ
が
例
年
、
若
い
従
業
員
の
中

に
は
、
こ
ん
な
時
で
も
平
気
で
年

次
有
給
休
暇
を
取
得
し
て
休
む
者

が
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
は
必

要
に
応
じ
、
年
休
の
時
季
変
更
権

を
行
使
し
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

年
末
の
繁
忙
期
は
、
変
更
権
行
使

の
必
要
条
件
と
さ
れ
る
「
事
業
の

正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
」
に

該
当
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 第171回 

年末の繁忙を理由に、
年休取得の時季変更権
を行使できるか

者
は
時
季
指
定
権
に
よ
り
日
に
ち
を

指
定
す
る
だ
け
で
取
得
が
可
能
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
同
条
第
５
項
）︒
し
か

し
︑
一
方
で
︑﹁
請
求
さ
れ
た
時
季
に

有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
事
業
の

正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
に
お
い

て
は
︑
他
の
時
季
に
こ
れ
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
﹂（
同
項
た
だ
し
書
き
）

と
︑
事
業
主
に
対
し
時
季
変
更
権
を

認
め
て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
で
は
︑
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
時
に
︑
こ
の
時
季
変
更
権
が
行

使
で
き
る
の
か
と
い
う
と
︑
実
は
こ

れ
が
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
︒
厚

生
労
働
省
の
行
政
解
釈
で
は
﹁
事
業

の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
と
は
︑

個
別
的
︑
具
体
的
︑
客
観
的
に
判
断

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
﹂（
昭
和
23

年
︑
基
収
２
６
２
２
号
）
と
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
︑
実
際
に
は
ど
の
程
度
の

状
況
が
該
当
す
る
の
か
︑
ど
う
も
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
︒
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
っ
て
︑
時
季
変
更
権
の
行
使

を
巡
っ
て
は
裁
判
で
争
わ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
り
ま
し
た
︒

　

そ
こ
で
︑
過
去
の
裁
判
例
を
み
て

み
ま
す
と
︑﹁
そ
の
企
業
の
規
模
︑
有

給
休
暇
請
求
権
者
の
職
場
に
お
け
る

配
置
︑
そ
の
担
当
す
る
作
業
の
内
容

性
質
︑
作
業
の
繁
閑
︑
代
行
者
の
配

置
の
難
易
︑
時
季
を
同
じ
く
し
て
有

給
休
暇
を
請
求
す
る
者
の
人
数
等
諸

般
の
事
情
を
考
慮
し
て
制
度
の
趣
旨

に
反
し
な
い
よ
う
に
合
理
的
に
決
す

べ
き
で
も
の
で
あ
る
﹂
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
昭
和
33
年
︑
大
阪
地
裁
判
決
︑

東
亜
紡
織
事
件
）︒
つ
ま
り
︑
使
用

者
が
時
季
変
更
権
を
行
使
す
る
た
め

に
は
単
な
る
繁
忙
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
︑
例
え
ば
︑
一
時
に
多
数
の
申

し
出
が
あ
っ
た
り
︑
風
邪
な
ど
で
多

数
が
欠
勤
し
て
い
た
り
︑
余
人
を
も

っ
て
代
え
が
た
い
重
要
な
業
務
の
あ

る
時
な
ど
の
具
体
的
な
事
情
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

裁
判
例
で
も
実
際
に
︑
①
他
に
年

休
取
得
者
が
多
く
︑
鉄
道
郵
便
車
の

服
務
の
差
し
繰
り
が
困
難
な
場
合
②

休
暇
等
の
欠
務
が
多
く
︑
許
容
人
員

を
超
え
補
充
措
置
が
困
難
な
郵
便
業

務
従
事
者
の
場
合
③
勤
務
割
に
よ
る

勤
務
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
事
業
場

で
通
常
の
配
慮
で
は
代
行
者
の
確
保

が
困
難
な
場
合
︱
︱
な
ど
の
ケ
ー
ス

で
︑
時
季
変
更
権
の
行
使
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
︒

　

し
た
が
っ
て
︑
御
社
の
場
合
で
も
︑

年
末
の
繁
忙
期
に
︑
前
記
の
よ
う
な

事
情
が
重
な
っ
て
い
れ
ば
当
然
時
季

変
更
権
の
行
使
も
可
能
で
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
︒
も
ち
ろ
ん
︑
変
更

権
の
行
使
と
い
う
強
権
発
動
の
前
に
︑

上
司
か
ら
﹁
そ
の
時
期
は
忙
し
い
の

で
他
の
日
に
変
え
て
く
れ
な
い
か
﹂

と
労
働
者
に
頼
む
こ
と
は
︑
使
用
者

か
ら
の
時
季
変
更
の
申
し
込
み
で
あ

り
︑
ま
っ
た
く
差
し
支
え
な
い
の
で
す

か
ら
︑
こ
れ
に
よ
り
労
働
者
に
了
承

し
て
も
ら
う
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
︒

よ
る
石
油
業
界
再
編
に
よ
っ

て
︑
原
油
価
格
（
原
油
調
達

コ
ス
ト
）
に
対
す
る
石
油
製

品
卸
（
仕
切
）
価
格
へ
の
反

映
は
︑
迅
速
か
つ
確
実
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
し

た
が
っ
て
︑
前
週
の
原
油
価

格
の
変
動
が
︑
概
ね
︑
そ
の

ま
ま
翌
週
の
製
品
卸
価
格
の

改
定
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
よ
い
︒
た
だ
︑
大
手

元
売
会
社
は
︑﹁
製
品
卸
価

格
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
︑

原
油
価
格
の
変
動
を
基
本
と

し
つ
つ
︑
需
給
・
内
外
市
況

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決

定
す
る
﹂
と
し
て
お
り
︑
内

外
市
況
等
の
要
素
が
反
映
す

る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
︒

　

本
稿
で
は
︑
原
油
価
格
に

つ
い
て
︑変
動
要
因
を
概
説
︑

最
近
の
動
向
を
振
り
返
り
︑

今
後
の
見
通
し
を
検
討
す
る

と
と
も
に
︑
国
内
軽
油
価
格

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思

わ
れ
る
最
近
の
海
外
石
油
製

品
市
況
等
に
つ
い
て
も
言
及

す
る
こ
と
と
し
た
い
︒

　

原
油
は
市
場
商
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
︑
そ
の
価
格
は
需

要
と
供
給
の
関
係
で
決
定
さ

れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
︒
し

か
し
同
時
に
︑
原
油
は
︑
中

東
に
埋
蔵
量
が
集
中
し
て
い

る
一
方
︑
産
業
活
動
と
国
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
で
安
定

供
給
が
要
請
さ
れ
る
戦
略
物

資
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
原
油

価
格
は
国
際
関
係
や
政
治
的

な
要
因
に
も
大
き
く
影
響
を

受
け
る
︒

　

特
に
︑
あ
る
国
家
・
地
域

の
地
理
的
条
件
に
起
因
す
る

政
治
的
・
経
済
的
・
軍
事
的

影
響
に
係
わ
る
不
確
実
性
や

不
透
明
感
を
意
味
す
る
﹁
地

政
学
（
的
）
リ
ス
ク
﹂
の
高

ま
り
は
︑
価
格
上
昇
要
因
に

な
る
こ
と
が
多
い
︒さ
ら
に
︑

商
品
先
物
市
場
に
お
い
て
︑

原
油
は
金
融
商
品
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
︑
投
資
・
投
機
資

金
の
移
動
な
ど
金
融
・
経
済

的
要
因
に
も
大
き
な
影
響
を

受
け
る
︒

　

こ
れ
ら
３
つ
の
要
因
が
︑

そ
の
時
々
の
状
況
の
下
︑
複

合
的
に
絡
み
合
い
原
油
価
格

が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
︒
２
０
１
７
年
下
期
以

降
の
原
油
価
格
の
上
昇
傾
向

も
こ
の
３
つ
の
要
因
か
ら
理

解
す
る
の
が
分
か
り
や
す
い
︒

は
50
㌦
付
近
ま
で
暴
落
︑
低

迷
を
続
け
た
︒
し
か
し
︑
国

家
収
入
の
減
少
に
悩
む
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
産
油
国
は
︑
原
油
価
格

を
立
て
直
す
た
め
︑
17
年
初

め
か
ら
︑
ロ
シ
ア
等
の
非
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
主
要
産
油
10
か
国
に

呼
び
か
け
︑
協
調
し
て
減
産

を
実
施
し
た
︒
そ
の
結
果
︑

原
油
価
格
は
同
年
夏
か
ら
持

続
的
に
上
昇
︑
Ｗ
Ｔ
Ｉ
先
物

価
格
は
17
年
６
月
の
45
㌦
前

後
か
ら
18
年
初
め
に
は
60
㌦

弱
ま
で
上
昇
し
た
︒
18
年
４

月
頃
に
は
︑
協
調
減
産
の
成

果
と
し
て
︑
先
進
国
の
石
油

在
庫
は
︑
適
正
水
準
と
み
ら

れ
る
過
去
５
年
間
の
平
均
水

準
ま
で
低
下
し
︑
需
給
均
衡

は
ほ
ぼ
回
復（
リ
バ
ラ
ン
ス
）

し
た
も
の
と
認
識
さ
れ
た
︒

⑵�

地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま

り

　

そ
の
後
︑
２
０
１
８
年
５

月
８
日
に
米
国
が
イ
ラ
ン
核

合
意
か
ら
の
離
脱
表
明
︑
６

月
26
日
に
は
米
国
よ
り
イ
ラ

ン
経
済
制
裁
再
開
に
伴
う
11

月
４
日
を
期
限
と
す
る
イ
ラ

ン
原
油
輸
入
全
面
停
止
要
請

が
あ
り
︑
イ
ラ
ン
原
油
の
供

給
削
減
懸
念
で
︑
原
油
価
格

は
さ
ら
に
上
昇
し
た
︒
こ
れ

に
対
し
︑
イ
ラ
ン
か
ら
は
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
る
対

抗
措
置
を
示
唆
す
る
発
言
も

あ
っ
た
︒
さ
ら
に
︑
経
済
危

機
に
陥
っ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
や

国
内
混
乱
の
続
く
リ
ビ
ア
か

ら
の
原
油
供
給
の
減
少
︑
シ

リ
ア
情
勢
の
混
迷
等
も
原
油

価
格
上
昇
に
拍
車
を
か
け
た
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
18
年
の
春

か
ら
秋
に
か
け
て
は
︑
イ
ラ

ン
等
を
含
め
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
等

の
減
産
と
米
国
シ
ェ
ー
ル
オ

イ
ル
の
増
産
が
拮
抗
し
︑
需

給
均
衡
が
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
る

中
︑
こ
う
し
た
産
油
国
を
巡

る
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
︑
原

油
価
格
の
上
昇
を
主
導
し
た

と
い
え
る
︒

　

な
お
︑
10
月
半
ば
に
は
︑

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
当
局
者
に

よ
る
反
政
府
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
︑
ジ
ャ
マ
ル
・
カ
シ
ョ
ギ
氏

の
殺
害
疑
惑
が
表
面
化
し
︑

欧
米
諸
国
と
サ
ウ
ジ
間
で
一

時
緊
張
が
高
ま
っ
た
も
の
の
︑

フ
ァ
リ
ハ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
相
に

よ
る
﹁
政
治
と
石
油
政
策
は

別
﹂
で
あ
る
と
す
る
発
言
も

あ
り
︑
原
油
価
格
に
は
大
き

な
影
響
は
な
か
っ
た
︒

⑶�

世
界
経
済
の
先
行
き
不
安

と
供
給
過
剰
感

　

原
油
価
格
が
上
昇
を
続
け

る
中
︑
２
０
１
８
年
８
月
頃

か
ら
下
落
要
因
と
し
て
意
識

さ
れ
始
め
た
の
が
︑
米
中
貿

易
戦
争
の
激
化
︑
米
国
利
上

げ
観
測
に
よ
る
ト
ル
コ
・
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
等
新
興
国
の
通

貨
不
安
な
ど
に
代
表
さ
れ

る
︑
世
界
経
済
の
先
行
き
不

安
と
石
油
需
要
の
減
速
懸
念

と
い
っ
た
︑
金
融
・
経
済
要

因
で
あ
っ
た
︒
そ
の
後
︑
10

月
10
日
に
は
︑
米
国
株
式
市

場
は
暴
落
︑
世
界
同
時
株
安

の
様
相
を
呈
し
︑
原
油
先
物

市
場
に
も
波
及
す
る
形
で
︑

原
油
価
格
も
下
落
を
始
め

た
︒
世
界
経
済
の
先
行
き
不

安
に
よ
る
投
資
家
の
リ
ス
ク

回
避
姿
勢
は
︑
リ
ス
ク
商
品

で
あ
る
原
油
先
物
市
場
か
ら

◆
は
じ
め
に

　

10
月
22
日
︑
軽
油
小
売
価

格
は
１
３
８
・
４
円
／
㍑（
ス

タ
ン
ド
店
頭
全
国
平
均
・
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
調
べ
）
と

４
年
ぶ
り
の
高
値
を
記
録
し

た
︒
そ
の
後
︑
軽
油
価
格
は

軟
化
し
て
い
る
が
︑
引
き
続

き
高
値
圏
に
あ
る
︒
そ
の
最

大
の
要
因
は
︑
昨
年
来
の
原

油
価
格
の
上
昇
で
あ
る
︒

　

国
内
で
は
︑
２
０
１
７
年

の
余
剰
石
油
精
製
設
備
の
廃

棄
実
施
と
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
発
足
に

　

一
般
に
︑
原
油
価
格
の
変

動
を
分
析
す
る
際
︑
①
需
給

要
因
︑
②
地
政
学
要
因
︑
③

金
融
要
因
の
３
つ
に
分
け
て

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
︒

⑴�

協
調
減
産
に
よ
る
需
給
均

衡
の
回
復

　

２
０
１
０
年
頃
か
ら
の
米

国
の
シ
ェ
ー
ル
オ
イ
ル
の
増

産
と
14
年
秋
か
ら
の
石
油
輸

出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
諸

国
に
よ
る
対
抗
増
産
で
︑
国

際
石
油
市
場
は
供
給
過
剰
状

態
が
続
き
︑
14
年
夏
ま
で
１

０
０
㌦
前
後
で
推
移
し
て
い

た
原
油
価
格
は
15
年
初
め
に

の
資
金
流
出
を
招
い
た
︒

　

原
油
価
格
の
低
下
に
拍
車

を
か
け
た
の
が
︑
11
月
５
日

の
イ
ラ
ン
制
裁
実
施
直
前
に

お
け
る
︑
米
国
政
府
か
ら
の

イ
ラ
ン
原
油
輸
入
主
要
８
か

国
（
日
・
韓
・
台
・
中
・
印

・
伊
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
）

に
対
す
る
イ
ラ
ン
原
油
輸
入

停
止
の
１
８
０
日
間
の
適
用

除
外（
猶
予
）措
置
で
あ
っ
た
︒

こ
の
８
か
国
で
イ
ラ
ン
の
原

油
輸
出
の
約
８
割
を
占
め
て

お
り
︑
既
に
︑
イ
ラ
ン
原
油

の
生
産
減
少
は
始
ま
っ
て
い

た
も
の
の
︑
そ
の
輸
入
停
止

措
置
は
１
８
０
日
間
先
送
り

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
︑
供
給

過
剰
感
は
さ
ら
に
増
幅
さ
れ

た
︒

　

そ
の
結
果
︑
Ｗ
Ｔ
Ｉ
原
油

先
物
価
格
は
︑
10
月
３
日
の

ピ
ー
ク
76
㌦
か
ら
︑
史
上
最

長
の
12
営
業
日
続
落
も
あ

り
︑
11
月
23
日
に
は
50
㌦
ま

で
急
落
し
た
︒
米
国
株
価
の

ピ
ー
ク
も
10
月
３
日
で
あ
り
︑

原
油
価
格
の
低
下
も
︑
金
融

要
因
と
し
て
の
経
済
の
下
押

し
リ
ス
ク
の
一
つ
の
表
れ
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
２
０
１
７

年
夏
頃
か
ら
一
貫
し
て
上
昇

し
て
き
た
原
油
価
格
も
︑
18

年
10
月
に
は
︑
転
換
局
面
を

迎
え
た
可
能
性
が
高
い
︒
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
・
非
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
主
要

産
油
国
に
よ
る
協
調
減
産
に

よ
る
需
給
均
衡
の
回
復
を
ベ

ー
ス
と
し
て
︑
イ
ラ
ン
や
サ

ウ
ジ
等
を
巡
る
地
政
学
的
リ

ス
ク
が
原
油
価
格
の
上
昇
を

主
導
し
た
状
況
か
ら
︑
米
中

貿
易
戦
争
や
途
上
国
の
金
融

危
機
等
国
際
経
済
の
下
押
し

リ
ス
ク
が
よ
り
懸
念
さ
れ
る

状
況
に
変
化
し
て
い
る
（
図

１
）︒

⑴�

２
０
１
９
年
の
石
油
需
給

見
通
し

　

２
０
１
９
年
の
原
油
価
格

見
通
し
を
検
討
す
る
に
当
た

っ
て
︑
基
本
と
な
る
需
給
要

因
か
ら
考
え
て
み
た
い
︒
現

時
点
で
は
︑
経
済
の
下
押
し

リ
ス
ク
と
し
て
︑
金
融
面
で

の
心
理
的
要
因
と
認
識
さ
れ

て
い
て
も
︑
実
物
経
済
に
反

映
さ
れ
て
く
る
と
︑
現
実
の

需
給
の
問
題
と
な
る
︒

　

18
年
10
月
上
旬
︑
国
際
通

貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
︑
２

０
１
９
年
の
世
界
の
経
済
成

長
見
通
し
を
０
・
２
ポ
イ
ン

ト
下
方
修
正
し
た
が
︑中
旬
︑

国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ

Ｅ
Ａ
）
も
月
報
で
︑
貿
易
摩

擦
の
激
化
︑
世
界
経
済
の
停

滞
︑
最
近
の
原
油
価
格
上
昇

の
３
点
を
理
由
と
し
て
︑
２

０
１
９
年
通
年
の
世
界
石
油

需
要
を
日
量
約
10
万
バ
レル

下
方

修
正
し
︑
前
年
比
の
伸
び
を

同
１
４
０
万
バ
レル

程
度
に
止
ま

る
と
し
た
︒
さ
ら
に
︑
Ｉ
Ｅ

Ａ
の
11
月
月
報
で
は
︑
10
月

の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
原
油
生
産
量
を

日
量
３
３
０
０
万
バ
レル

と
︑
イ

ラ
ン
の
前
年
比
日
量
40
万
バ
レル

・
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
同
60
万
バ
レル

の
減
産
を
他
の
加
盟
国
が
増

産
で
相
殺
し
て
い
る
と
し
︑

米
露
に
お
け
る
増
産
等
も
考

慮
す
れ
ば
︑
需
給
均
衡
に
必

要
な
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
原
油
供
給
量

（Call on OPEC

）
は
19

年
第
１
四
半
期
に
日
量
３
０

７
０
万
バ
レル

︑
第
２
四
半
期
に

同
３
１
３
０
万
バ
レル

︑
通
年
で

も
同
３
１
３
０
万
バ
レル

と
予
想
︑

10
月
生
産
量
か
ら
日
量
１
７

０
万
バ
レル

の
減
産
が
必
要
と
な

る
と
分
析
し
て
い
る（
表
１
）︒

⑵
産
油
国
側
の
対
応

　

供
給
過
剰
感
の
拡
大
に
よ

る
原
油
価
格
の
急
落
に
対
応

し
て
︑
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
・
非
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
主
要
産
油
国
側
も
︑
従

来
の
イ
ラ
ン
制
裁
再
開
に
対

応
し
た
増
産
路
線
か
ら
減
産

に
向
け
た
転
換
姿
勢
を
み
せ

て
い
る
︒
２
０
１
８
年
11
月

11
日
︑
主
要
産
油
国
で
構
成

す
る
共
同
閣
僚
監
視
委
員
会

（
Ｊ
Ｍ
Ｍ
Ｃ
）
で
は
︑
次
回

12
月
６
日
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
総
会

・
７
日
の
合
同
閣
僚
会
議
に

向
け
て
︑
減
産
強
化
が
必
要

で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し

た
︒
委
員
会
後
の
会
見
で
︑

サ
ウ
ジ
の
フ
ァ
リ
ハ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
相
は
︑﹁
サ
ウ
ジ
は
12

月
に
前
月
比
日
量
50
万
バ
レル

減

産
す
る
﹂︑
さ
ら
に
︑﹁
２
０

１
９
年
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
し
て

同
１
４
０
万
バ
レル

の
減
産
が
必

要
で
あ
る
﹂
と
発
言
し
た
︒

　

お
そ
ら
く
︑
12
月
６
日
・

７
日
の
両
会
合
で
は
︑
協
調

減
産
の
延
長
・
強
化
の
決
議

が
行
わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ

る
が
︑
問
題
は
︑
市
場
が
そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る

か
で
あ
る
︒
原
油
価
格
の
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
は
︑
供
給
過
剰
感
を
払
拭

す
る
よ
う
な
減
産
幅
が
提
示

で
き
る
か
︑
確
実
な
減
産
手

段
を
明
示
で
き
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
ろ
う
︒

　

現
在
︑
原
油
価
格
は
下
落

基
調
に
あ
り
︑
世
界
経
済
の

後
退
が
予
想
さ
れ
る
中
︑
２

０
１
９
年
の
原
油
価
格
は
さ

ら
な
る
軟
化
を
予
想
す
る
向

き
も
多
い
︒い
ず
れ
に
せ
よ
︑

今
後
の
原
油
価
格
は
上
記
両

会
合
に
お
け
る
産
油
国
側
の

対
応
と
そ
の
実
効
性
に
か
か

っ
て
い
る
と
い
え
る
︒

⑶�

依
然
と
し
て
残
る
地
政
学

的
リ
ス
ク

　

た
だ
︑
対
イ
ラ
ン
経
済
制

裁
の
適
用
は
１
８
０
日
猶
予

さ
れ
た
も
の
の
︑
米
国
と
イ

ラ
ン
の
対
立
関
係
は
解
消
さ

れ
た
訳
で
は
な
く
︑
イ
ラ
ン

原
油
の
輸
入
停
止
も
19
年
５

月
に
は
実
施
さ
れ
る
︒
イ
ラ

　

さ
て
︑原
油
輸
入
価
格（
調

達
コ
ス
ト
）
に
は
︑
国
際
原

油
価
格
だ
け
で
は
な
く
︑
円

・
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
︒

　

２
０
１
８
年
の
上
期
は
１
０

０
円
台
後
半
で
あ
っ
た
が
︑

下
期
は
１
１
０
円
台
前
半
と

円
安
気
味
で
推
移
し
た
こ
と

か
ら
︑
春
か
ら
秋
の
価
格
上

昇
に
は
︑
こ
の
円
安
傾
向
が

拍
車
を
か
け
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
︒
11
月
６
日
の
米

国
中
間
選
挙
後
︑
円
安
傾
向

が
強
ま
り
︑
米
国
の
利
上
げ

観
測
も
あ
る
こ
と
か
ら
︑
市

場
で
は
当
面
ド
ル
高
・
円
安

傾
向
が
続
く
と
の
見
方
が
強

い
︒

　

な
お
︑
原
油
価
格
70
㌦
／

バ
レル

︑
為
替
レ
ー
ト
１
１
０
円

／
㌦
を
前
提
と
し
た
時
︑
目

安
と
し
て
︑
原
油
価
格
１
㌦

／
バ
レル

の
上
昇
は
約
０
・
７
円

／
㍑
の
上
昇
︑
為
替
レ
ー
ト

１
円
／
㌦
の
円
安
は
約
０
・

３
円
／
㍑
の
上
昇
に
相
当
す

る
こ
と
に
な
る
︒

　

２
０
１
８
年
11
月
に
入
り
︑

２
週
に
わ
た
り
︑
大
手
元
売

の
卸
価
格
改
定
時
に
︑
ガ
ソ

リ
ン
と
灯
油
・
軽
油
の
値
下

げ
幅
に
格
差
が
出
た
︒
ガ
ソ

リ
ン
の
値
下
げ
幅
が
大
き

く
︑
灯
油
・
軽
油
の
値
下
げ

幅
が
小
さ
か
っ
た
︒
同
じ
原

油
コ
ス
ト
を
前
提
に
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
改
定

幅
に
差
が
出
た
理
由
と
し
て

は
︑
海
外
需
給
・
海
外
市
況

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︒

　

東
ア
ジ
ア
の
石
油
製
品
の

価
格
指
標
と
な
っ
て
い
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
市
場
で
は
︑
今

年
に
入
り
︑
ガ
ソ
リ
ン
・
ナ

フ
サ
安
︑
灯
油
・
軽
油
高
が

続
い
て
お
り
︑
最
近
さ
ら
に

そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
︒

ガ
ソ
リ
ン
・
ナ
フ
サ
安
の
要

因
と
し
て
は
︑
中
国
の
供
給

過
剰
・
シ
ェ
ー
ル
起
源
の
石

化
原
料
の
流
入
な
ど
が
︑
灯

油
・
軽
油
高
の
要
因
と
し
て

は
︑
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
旺
盛

な
需
要
・
Ｌ
Ｃ
Ｃ
等
ジ
ェ
ッ

ト
燃
料
の
消
費
拡
大
な
ど
が

考
え
ら
れ
て
い
る
︒

　

そ
の
た
め
︑
ガ
ソ
リ
ン
に

つ
い
て
は
︑
海
外
市
況
が
安

い
こ
と
か
ら
︑
現
在
︑
製
品

輸
入
が
急
増
︑
元
売
卸
価
格

も
原
油
コ
ス
ト
の
低
下
を
上

回
る
値
下
げ
幅
が
提
示
さ
れ

て
お
り
︑
内
外
製
品
市
場
間

で
価
格
裁
定
が
図
ら
れ
る
形

に
な
っ
て
い
る
︒

　

国
内
石
油
製
品
需
要
が
減

少
を
続
け
る
一
方
で
海
外
石

油
製
品
の
輸
入
圧
力
も
高
ま

り
つ
つ
あ
り
︑
石
油
業
界
は

国
際
競
争
力
の
強
化
と
製
品

輸
出
や
海
外
事
業
展
開
に
よ

る
国
内
供
給
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
︑
海
外
製
品
市

況
が
国
内
製
品
市
況
に
与
え

る
影
響
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
︒

　

ま
た
︑軽
油
に
つ
い
て
は
︑

２
０
２
０
年
か
ら
の
国
際
海

事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
の
船
舶

燃
料
規
制
の
実
施
で
︑
世
界

的
に
︑
低
硫
黄
化
の
た
め
の

基
材
と
し
て
︑
相
当
量
の
軽

油
が
船
舶
燃
料
に
シ
フ
ト
す

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
︒

そ
の
た
め
︑
中
期
的
に
︑
軽

油
・
灯
油
等
の
中
間
溜
分
価

格
は
︑
高
止
ま
り
を
続
け
る

可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
（
図

２
）︒

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

橋
爪�

吉
博
（
は
し
づ
め
・

よ
し
ひ
ろ
）
氏

　

一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
研
究
所 

石
油

情
報
セ
ン
タ
ー
調
査
役
︒
三

重
県
津
市
出
身
︒
中
央
大
学

法
学
部
卒
︒
１
９
８
２
年
石

油
連
盟
入
局
︒
１
９
８
８
年

外
務
省
出
向
（
在
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
大
使
館
二
等
書
記

官
）︒
１
９
９
１
年
石
油
連
盟

復
帰
︑
流
通
課
長
︑
企
画
課

長
︑
広
報
室
長
等
を
経
て
︑

２
０
１
６
年
５
月
よ
り
現
職
︒

▼
石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で

は
︑
講
演
会
・
勉
強
会
等
へ

の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
ま

す
︒
詳
細
は
︑http://oil-

info.ieej.or.jp/ 

を
ご
参
照

い
た
だ
く
か
︑
☎
03
・
３
５

３
４
・
７
４
１
１
ま
で
︑
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

IEA 石油市場報告 2018 年 11月号等より作成（単位：百万BD）
注：*は需給均衡を仮定した生産量

表 1　石油需給の状況（2011～2019年）

図１　原油価格の推移（2014 年～2018 年 11月）
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2011年～15年6月
米国シェールオイル増産

2015年7月14日
イラン核合意

2016年11月30日
OPEC総会120万BD減産決議

2016年12月10日
非OPEC諸国協調減産合意

2018年6月23日
OPEC/非OPEC会合
減産緩和（増産）合意

2017年11月30日
OPEC/非OPEC会合
協調減産18年末延長

2018年10月10日
世界同時株安

2018年6月26日
米国のイラン
原油禁輸要請

2018年5月8日
米国のイラン核
合意離脱発表

2017年6月5日
サウジ等6か国
カタール断交

2016年1月3日
サウジ・イランと断交
2016年1月16日
イラン経済制裁解除

2012年9月～
世界的経済減速

2014年11月27日
OPEC総会
減産見送り
シェア戦略発動

原
油
価
格
の
変
動
要
因

最
近
の
原
油
価
格
動
向

今
後
の
原
油
価
格
見
通
し

為
替
レ
ー
ト
の
影
響

海
外
製
品
市
況
の
影
響

ン
国
内
で
は
︑
経
済
制
裁
に

伴
う
国
民
生
活
の
困
窮
︑
国

際
協
調
派
で
あ
る
ロ
ウ
ハ
ニ

大
統
領
の
政
治
基
盤
の
弱
体

化
も
懸
念
さ
れ
る
︒

　

ま
た
︑
サ
ウ
ジ
の
記
者
殺

害
疑
惑
も
全
容
が
解
明
さ
れ

た
訳
で
は
な
く
︑
サ
ウ
ジ
に

対
す
る
国
際
的
信
頼
の
失

墜
︑
ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
の

威
信
低
下
と
そ
れ
に
伴
う
国

内
改
革
の
遅
延
︑
王
室
内
の

動
揺
︑
国
内
の
不
安
定
化
も

懸
念
さ
れ
る
︒
米
国
世
論
の

動
向
に
よ
っ
て
は
︑
米
サ
関

係
の
悪
化
も
あ
り
得
る
︒
さ

ら
に
︑
イ
ラ
ン
・
サ
ウ
ジ
両

国
の
対
立
関
係
も
解
消
さ
れ

て
お
ら
ず
︑
イ
エ
メ
ン
︑
シ

リ
ア
︑
レ
バ
ノ
ン
等
に
お
け

る
代
理
戦
争
も
続
い
て
い
る
︒

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
経
済
制
裁
も

続
い
て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
地
政
学
的
リ
ス

ク
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て

お
り
︑
こ
れ
ら
が
表
面
化
し

て
く
る
場
合
に
は
︑
再
び
地

政
学
的
要
因
が
主
導
す
る
大

幅
な
価
格
変
動
も
あ
り
得
る

と
思
わ
れ
る
︒

「
最
近
の
軽
油
価
格
情
勢
と
今
後
の
見
通
し
」

一
般
財
団
法
人　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所　

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー　

調
査
役　

橋
爪 

吉
博
氏

特別寄稿

（出所）資源エネルギー庁資料を基に作成

図 2　軽油インタンク価格の推移
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11
月
に
入
っ
て
落
ち
着
い
た
が
︑

昨
年
来
上
昇
を
続
け
る
原
油
と
軽
油

価
格
の
今
後
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ

な
い
︒
そ
こ
で
︑
石
油
情
報
セ
ン
タ

ー
の
橋
爪
吉
博
調
査
役
に
最
近
の
軽

油
価
格
情
勢
と
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
︑
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
い
た
︒
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ト
ー
ヨ
ー
・
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱

（
西
岡
斉
代
表
取
締
役
社

長
）
は
︑
愛
媛
県
四
国
中
央

市
に
本
社
と
四
国
中
央
Ｓ
Ｐ

Ｄ
Ｃ
（
保
税
蔵
置
場
）
を
構

え
る
ほ
か
︑
静
岡
県
掛
川
市

に
東
部
営
業
所
を
配
置
し
︑

３
拠
点
体
制
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
運
送
会
社
で
あ
る
︒

な
お
︑
同
社
は
今
年
創
業
60

周
年
を
迎
え
て
い
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
で
は
平
成
15

年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
を
︑

翌
16
年
に
は
安
全
性
優
良
事

業
所
認
定
（
Ｇ
マ
ー
ク
）
を

取
得
す
る
な
ど
︑
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
き
て
い

た
︒
し
か
し
︑
22
年
に
同
社

の
乗
務
員
が
重
大
事
故
（
人

身
事
故
）
を
惹
起
し
て
し
ま

っ
た
︒

　

西
岡
社
長
は
こ
の
事
故
を

機
に
︑﹁
も
う
一
度
同
じ
よ
う

な
事
故
が
あ
る
と
︑
会
社
の

経
営
が
も
た
な
く
な
っ
て
し

ま
う
﹂
と
い
う
危
機
感
を
強

く
抱
い
た
︒
そ
こ
で
︑
事
故

撲
滅
を
目
指
し
て
最
初
に
取

り
組
ん
だ
の
が
﹁
安
全
管
理

体
制
の
見
直
し
﹂で
あ
っ
た
︒

　

同
社
で
は
そ
れ
ま
で
︑
１

つ
の
部
署
の
中
で
配
車
業
務

と
運
行
管
理
業
務
が
行
わ
れ

て
い
た
︒
同
社
の
業
容
が
拡

大
し
仕
事
量
が
増
加
し
て
い

く
中
で
︑
配
車
担
当
と
し
て

は
よ
り
実
車
率
を
高
め
た
い

と
い
う
思
い
が
出
て
く
る
︒

そ
の
一
方
︑
運
行
管
理
担
当

と
し
て
は
乗
務
員
の
勤
務
時

間
管
理
や
健
康
管
理
を
適
切

に
行
い
︑
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
と
い
う
役
割
が
求
め
ら
れ

る
︒
同
じ
部
署
内
で
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
の
求
め
て
い
る
も

の
が
相
反
し
た
結
果
︑
点
呼

時
な
ど
で
も
実
効
性
の
あ
る

点
呼
が
で
き
に
く
く
な
っ
て

き
て
お
り
︑
こ
う
し
た
こ
と

が
事
故
の
遠
因
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
西
岡
社
長
は

感
じ
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
︑
同
見
直
し
に
よ

っ
て
運
行
管
理
業
務
を
行
う

専
従
者
を
雇
い
入
れ
る
と
と

も
に
︑
配
車
業
務
の
部
署
か

ら
運
行
管
理
業
務
を
行
う
部

署
を
分
離
し
て
︑新
た
に
﹁
運

行
管
理
室
﹂
を
設
置
す
る
こ

と
と
し
た
︒
運
行
管
理
の
部

署
を
配
車
業
務
の
部
署
か
ら

独
立
し
た
組
織
と
し
た
こ
と

で
︑
よ
り
実
効
性
の
あ
る
安

全
管
理
を
遂
行
で
き
る
体
制

づ
く
り
を
行
っ
た
︒

　

安
全
管
理
体
制
の
見
直
し

に
併
せ
て
︑
同
社
で
は
安
全

指
導
の
方
法
に
つ
い
て
も
改

善
を
図
っ
た
︒

　

同
社
で
は
そ
れ
ま
で
︑
管

理
者
が
乗
務
員
に
対
し
て
定

期
的
に
指
導
を
行
う
座
学
が

中
心
だ
っ
た
︒
座
学
で
は
ど

う
し
て
も
一
方
通
行
に
な
り

や
す
く
︑
そ
の
た
め
乗
務
員

の
反
応
も
芳
し
い
も
の
で
は

な
か
っ
た
︒
そ
れ
を
改
善
す

べ
く
︑指
導
型
で
は
な
く
﹁
乗

務
員
参
加
型
の
安
全
指
導
へ

の
転
換
﹂
を
行
っ
た
︒

　

主
な
取
り
組
み
内
容
と
し

て
は
︑
次
の
通
り
で
あ
る
︒

①�

乗
務
員
か
ら
安
全
標
語
を

募
集

　

乗
務
員
の
安
全
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め

に
︑毎
月
安
全
標
語
を
募
集
︒

採
用
さ
れ
た
標
語
は
社
内
に

掲
示
す
る
と
と
も
に
︑
朝
礼

の
際
に
は
全
員
で
唱
和
を
行

い
︑
安
全
へ
の
意
識
を
共
有

化
し
て
い
る
︒
標
語
の
制
作

は
︑
各
部
署
・
営
業
所
持
ち

回
り
で
実
施
し
て
い
る
︒
な

お
︑
採
用
さ
れ
た
安
全
標
語

の
発
案
者
に
は
︑
金
一
封
が

贈
呈
さ
れ
る
︒

②�

ヒ
ヤ
リ
ハッ
ト
動
画
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施

　

同
社
で
は
︑
毎
月
１
回
乗

務
員
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
動
画

を
見
て
も
ら
い
︑
そ
れ
を
も

と
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
機
予
知
訓

練
）
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
同
業
他
社
の

車
両
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

で
撮
影
さ
れ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
し
て
お

り
︑
Ｋ
Ｙ
Ｔ
で
は
自
社
事
例

に
限
ら
ず
多
く
の
事
故
事
例

を
参
考
に
し
て
い
る
︒
一
般

的
に
︑﹁
動
画
が
発
信
で
き

る
情
報
量
は
︑
文
字
情
報
の

５
０
０
０
倍
に
も
達
す
る
﹂

と
も
い
わ
れ
て
い
る
︒
様
々

な
事
故
事
例
を
乗
務
員
に
見

て
も
ら
い
︑
事
故
を
疑
似
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑
い

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た

諸
施
策
が
功
を
奏
し
︑
同
社

で
は
有
責
車
両
事
故
件
数
が

減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
︒

　

一
方
で
︑
今
後
も
事
故
防

止
に
向
け
て
果
敢
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
︑
同
社
で

は
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
︒

①�

乗
務
員（
班
長
・
副
班
長
）

と
の
意
見
交
換
の
場
を
増

や
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
中
か
ら
乗
務
員
も
納

得
し
て
取
り
組
め
る
活
動

を
継
続
す
る

　

経
営
側
か
ら
の
一
方
的
な

指
示
だ
け
で
事
故
防
止
活
動

を
進
め
る
と
︑乗
務
員
に
﹁
や

ら
さ
れ
感
﹂
が
生
ま
れ
て
し

ま
う
︒
そ
の
た
め
︑
乗
務
員

の
リ
ー
ダ
ー
格
と
な
る
社
員

に
会
議
に
参
加
し
て
も
ら
い
︑

現
場
の
生
の
声
を
積
極
的
に

施
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

で
︑
安
全
対
策
を
主
体
的
に

内
に
お
け
る
安
全
確
保
な
ど

あ
ら
か
じ
め
議
題
を
設
定
し

て
話
し
合
い
を
行
い
︑
労
働

環
境
改
善
に
繋
げ
て
い
る
︒

同
会
議
の
内
容
は
︑
毎
月
第

３
木
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
運

行
管
理
者
会
議
の
中
で
報
告

さ
れ
︑
社
内
で
の
情
報
共
有

を
図
っ
て
い
る
︒

⑤
安
全
へ
の
投
資

　

13
年
︑
同
社
の
全
車
両
に

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
を
導

入
︒
ま
た
︑
27
年
に
は
ド
ラ

レ
コ
も
全
車
両
に
導
入
し
て

い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
乗
務
終
了
後

の
点
呼
に
お
い
て
︑
事
故
や

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
︑
ま
た
そ
れ

ら
に
繋
が
り
か
ね
な
い
急
制

動
が
デ
ー
タ
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
乗
務
員
に
対
し
て
は
︑

発
生
地
点
の
地
図
や
ド
ラ
レ

コ
で
撮
影
さ
れ
た
そ
の
瞬
間

の
画
像
︑
Ｇ
セ
ン
サ
ー
や
車

両
速
度
の
デ
ー
タ
な
ど
に
つ

い
て
１
枚
の
書
面
に
ま
と
め
た

﹁
危
険
運
転
報
告
書
﹂（
写

真
右
下
）
と
し
て
提
示
し
︑

そ
の
時
の
様
子
な
ど
を
そ
の

日
の
う
ち
に
聞
き
取
り
確
認

す
る
︒
そ
し
て
︑
同
じ
よ
う

推
し
進
め
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
︒

②�

セ
ミ
ナ
ー
や
外
部
研
修
に

積
極
的
に
参
加
さ
せ
、
同

業
他
社
の
取
り
組
み
や
事

例
を
参
考
に
し
な
が
ら
積

極
的
に
導
入
す
る

　

同
社
は
創
業
60
周
年
を
迎

え
︑
重
大
事
故
を
機
に
様
々

な
安
全
対
策
の
見
直
し
を
行

っ
て
き
た
が
︑
こ
れ
ま
で
も

同
業
他
社
の
事
例
か
ら
学

び
︑
そ
れ
を
取
り
入
れ
な
が

ら
事
故
防
止
対
策
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
き
て
い
る
︒

先
述
の
﹁
安
全
標
語
﹂
に
つ

い
て
も
︑
同
業
他
社
で
の
取

り
組
み
を
参
考
に
︑
継
続
し

や
す
い
形
に
し
た
上
で
︑
同

社
で
取
り
入
れ
て
実
践
し
て

い
る
︒
今
後
は
社
外
研
修
の

参
加
者
を
増
や
し
て
安
全
意

識
の
底
上
げ
を
図
る
と
と
も

に
︑
同
業
他
社
の
効
果
的
な

な
運
転
操
作
を
再
び
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の﹁
今

後
の
改
善
点
﹂
を
当
該
乗
務

員
が
記
載
の
上
︑
提
出
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　
﹁
ま
だ
乗
務
員
の
記
憶
が

薄
れ
て
い
な
い
乗
務
日
当
日

に
危
険
運
転
の
状
況
を
確
認

す
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
︑

乗
務
員
も
﹃
二
度
と
同
じ
よ

う
な
運
転
操
作
を
行
わ
な

い
﹄
と
強
く
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
︑
危
険
運
転
の
再
発

防
止
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
﹂

（
西
岡
社
長
）

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
事

故
を
惹
起
し
た
乗
務
員
が
乗

務
に
復
帰
す
る
に
あ
た
っ
て

は
︑
各
部
署
の
課
長
職
全
員

が
出
席
す
る﹁
事
故
委
員
会
﹂

で
︑
事
故
防
止
へ
の
決
意
表

明
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
︒

　

あ
る
乗
務
員
が
同
委
員
会

で
の
決
意
表
明
を
経
て
乗
務

に
復
帰
し
た
が
︑
ほ
ど
な
く

し
て
一
般
の
人
か
ら
﹁
御
社

の
ト
ラ
ッ
ク
が
一
時
停
止
を

事
例
も
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
き
た
い
と
い
う
︒

③�

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
で
の
環

境
改
善

　

ハ
ー
ド
面
で
は
︑
車
両
更

新
サ
イ
ク
ル
の
短
期
化
に
よ

り
︑
最
新
の
先
進
安
全
自
動

車
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）
を
導
入
し
て

い
く
︒
一
方
︑
ソ
フ
ト
面
で

は
乗
務
員
の
給
与
面
・
福
利

厚
生
を
改
善
さ
せ
︑
安
心
し

て
働
け
る
環
境
に
す
る
こ
と

に
よ
り
︑
穏
や
か
な
気
持
ち

で
ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
︒

　
﹁
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み

は
︑
経
営
陣
と
管
理
者
︑
乗

務
員
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
成

り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
と
考

え
て
い
ま
す
︒﹃
安
全
が
何
よ

り
も
大
事
﹄
と
い
う
ト
ッ
プ

の
想
い
を
ぶ
ら
さ
ず
に
︑
社

員
全
員
に
対
し
て
そ
れ
を
伝

え
︑
ト
ッ
プ
が
先
頭
に
立
ち

全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
事
故

防
止
へ
の
取
り
組
み
を
続
け

無
視
し
て
進
行
し
た
﹂
と
い

う
ク
レ
ー
ム
が
寄
せ
ら
れ

た
︒
そ
の
車
両
に
乗
務
し
て

い
た
の
は
当
該
乗
務
員
で
あ

り
︑
ド
ラ
レ
コ
の
映
像
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
一
時
停
止
の

場
所
で
停
止
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
そ
の

た
め
︑
同
委
員
会
で
再
び
議

論
を
行
い
︑
そ
の
結
果
当
該

乗
務
員
に
は
乗
務
を
外
れ
て

も
ら
い
︑
同
社
の
物
流
セ
ン

タ
ー
で
の
仕
事
に
就
い
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
と
い
う
︒

　
﹁
こ
れ
ま
で
は
管
理
者
の
主

観
で
乗
務
の
可
否
を
判
断
し

て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
が
︑
そ
こ
に
は
温
情
が
入

る
こ
と
も
否
定
で
き
ず
︑
結

果
と
し
て
乗
務
か
ら
外
す
と

い
う
厳
し
い
措
置
を
取
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

ハ
ー
ド
面
が
充
実
し
︑
当
社

の
安
全
管
理
体
制
も
確
立
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
事
故
の

再
発
防
止
に
向
け
た
確
固
た

る
対
応
が
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
﹂（
同
）

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
︒
事
故
防
止
活

動
に
は
︑
決
し
て
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
し
て
︑
事

故
が
無
い
か
ら
こ
そ
会
社
は

成
長
で
き
る
の
で
す
︒
今
後

も
事
故
防
止
活
動
を
加
速
さ

せ
な
が
ら
成
長
へ
の
好
循
環

を
続
け
︑﹃
１
０
０
年
企
業
﹄

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
ト
ー
ヨ
ー
・
ロ

ジ
テ
ッ
ク
㈱　

西
岡　

斉　

代
表
取
締
役
社
長

乗
務
員
の
意
識
を
高
め
る﹁
安
全
標
語
﹂

当
日
の
運
行
デ
ー
タ
を
示
し
危
険
運
転
を
抑
止

ざ
と
い
う
時
に
も
事
故
回
避

へ
の
正
し
い
行
動
が
条
件
反

射
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
︒

③�

社
員
向
け﹁
決
算
説
明
会
﹂

の
開
催

　

毎
年
７
月
に
実
施
す
る
社

員
向
け
決
算
説
明
会
で
は
︑

前
年
度
に
発
生
し
た
事
故
に

関
す
る
分
析
発
表
を
実
施
︒

﹁
当
社
で
は
ど
ん
な
傾
向
の

事
故
が
多
い
か
﹂を
説
明
し
︑

乗
務
員
に
注
意
を
喚
起
す

る
︒
ま
た
︑
事
故
実
績
と
保

険
料
の
関
係
に
つ
い
て
も
分

か
り
や
す
く
噛
み
砕
い
て
説

明
︒
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る

乗
務
員
に
﹁
安
全
輸
送
を
続

け
て
い
く
こ
と
で
︑
会
社
の

経
営
も
持
続
し
て
い
く
﹂
と

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
︑

各
乗
務
員
が
会
社
経
営
の
当

事
者
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

④
﹁
安
全
会
議
﹂
の
実
施

　

毎
週
金
曜
日
に
実
施
し
て

い
る
乗
務
員
を
対
象
と
し
た

会
議
の
中
で
︑
毎
月
第
１
金

曜
日
に
は
安
全
衛
生
に
関
す

る
会
議
を
実
施
︒
ま
た
︑
第

２
～
第
５
金
曜
日
に
は
︑
社

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
動
画
を
活
用
し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
機
予
知
訓
練
）
を
定
期
的
に
実
施

西岡　斉
代表取締役社長

　
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策

の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
平
成
22
年
に
発
生
し
た
重
大
事
故
を

契
機
に
︑
事
故
防
止
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
て
い
る
︑
愛
媛
県
四
国
中
央
市
の
ト
ー
ヨ
ー

・
ロ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
を
紹
介
し
ま
す
︒

ト
ー
ヨ
ー
・
ロ
ジ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
（
愛
媛
県
四
国
中
央
市
）

第
17
回専

従
者
を
雇
い
入
れ
﹁
運
行
管
理
室
﹂
を
設
置

よ
り
実
効
性
あ
る
安
全
管
理
の
実
現
へ

「事故が無いからこそ会社は成長できる」
事故防止活動を加速させて「100 年企業」を目指す

乗
務
員
が
主
体
的
に
取
り
組
め
る
施
策
を
継
続

他
社
事
例
も
取
り
入
れ
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
図
る

企業プロフィール
■ 社　　　名	 トーヨー・ロジテック㈱
■ 本社所在地	 愛媛県四国中央市村松町88番地
■ 代　表　者	 代表取締役会長　西岡　孟 
	 代表取締役社長　西岡　斉 
■ 設　　　立	 昭和33年8月25日
■ 資　本　金	 3,900万円
■ 社　員　数	 130人（うちドライバー89人）
■ 車　両　数	 92台

毎月第１金曜日に実施している、乗務員に「事故防止への意識向上」を促す安全会議

地図や発生時の画像、データなどで乗務当
日のうちに乗務員に示す「危険運転報告書」
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旬
の
味
に
癒
さ
れ
る
⑨
」 

ぽ
っ
か
ぽ
か
、み
か
ん
鍋

　

島
だ
か
ら
と
い
っ
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
で
行
き
づ
ら
い
と
は

限
ら
な
い
︒
山
口
県
の
周す

お

う防

大
島
は
︑
長
さ
１
０
２
０
㍍

の
大
島
大
橋
で
柳
井
市
と
結

ば
れ
て
い
る
か
ら
交
通
至

便
︒
瀬
戸
内
な
ら
で
は
の
温

暖
な
気
候
で
︑
山
口
県
の
み

か
ん
生
産
量
の
８
割
を
占
め

る﹁
み
か
ん
の
島
﹂で
も
あ
る
︒

　

そ
れ
だ
け
に
︑
島
の
新
郷

土
料
理
は
み
か
ん
鍋
︒
み
か

ん
の
香
り
を
効
か
せ
た
海
鮮

鍋
だ
︒
ま
ず
︑
鍋
に
出
汁
を

入
れ
︑
鍋
奉
行
御
用
達
の
焼

き
印
を
押
し
た
み
か
ん
を
３
︑

４
個
浮
か
べ
る
︒
あ
ら
か
じ

め
オ
ー
ブ
ン
で
数
分
間
加
熱

し
て
︑
焼
き
み
か
ん
に
し
て

お
く
の
が
ミ
ソ
︒

　

次
に
出
汁
に
み
か
ん
胡
椒

を
溶
き
入
れ
る
︒
九
州
の
柚

類
を
加
え
る
と
味
に
コ
ク
が

出
る
︒
ぜ
ひ
ほ
し
い
の
は
︑

み
か
ん
の
皮
を
練
り
込
ん
だ

地
魚
つ
み
れ
︒
こ
れ
で
爽
や

か
さ
が
一
段
勝
る
︒

　

魚
介
と
野
菜
類
に
味
と
香

り
が
染
み
た
ら
食
べ
頃
で
︑

体
中
が
ぽ
か
ぽ
か
し
て
く
る

の
は
み
か
ん
の
効
用
だ
︒

　

鍋
の
締
め
は
メ
レ
ン
ゲ
雑

炊
︒
具
を
さ
ら
い
︑
ご
飯
を

っ
の
上
に
ふ
わ
っ
︒
ど
こ
ま
で

も
や
わ
ら
か
い
の
が
新
鮮
な

味
覚
で
︑
魚
介
の
濃
厚
出
汁

と
み
か
ん
の
芳
香
が
絡
み
あ

い
︑
ま
さ
し
く
み
か
ん
天
国

に
遊
ぶ
思
い
だ
︒

　

追
記
︒
10
月
に
大
島
大
橋

に
大
型
貨
物
船
が
衝
突
し
︑

島
は
ず
っ
と
断
水
中
︒
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

子
胡
椒
は
青
柚
子
と
青
唐
辛

子
を
合
わ
せ
た
ペ
ー
ス
ト
だ

が
︑
こ
ち
ら
は
み
か
ん
の
皮

と
青
唐
辛
子
を
合
わ
せ
た
特

製
品
︒
や
さ
し
い
香
り
で
︑

ぴ
り
り
と
辛
い
︒

　

み
か
ん
の
風
味
い
っ
ぱ
い

の
出
汁
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
︑

具
を
入
れ
よ
う
︒
島
の
周
り

の
瀬
戸
内
海
の
幸
な
ら
何
で

も
構
わ
な
い
が
︑
海
老
と
貝

入
れ
て
ひ
と
煮
立
ち
す
る
ま

で
の
間
に
︑
卵
を
泡
立
て
る

の
だ
︒
ボ
ウ
ル
に
卵
の
白
身

を
入
れ
︑
泡
立
て
器
で
か
き

混
ぜ
る
と
︑
白
く
ふ
ん
わ
り

盛
り
上
が
る
︒
そ
こ
を
も
う

ひ
と
頑
張
り
混
ぜ
て
さ
ら
に

ふ
く
ら
ま
せ
︑
雑
炊
の
上
に

そ
っ
と
載
せ
て
︑
溶
い
た
黄

身
を
か
け
回
せ
ば
い
い
︒

　

雑
炊
の
口
当
た
り
は
ふ
わ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜歩行者・自転車保護編〜
 【解 答】２面に問題
❶ ×（教則第5章第3節 歩行者の保
護など2-1）横断歩道のない交差点
やその近くを歩行者が横断している
ときは、その進行を妨げてはならな
い。 
❷ ×（教則第5章第3節 歩行者の保
護など2-4）横断歩道や自転車横断
帯とその手前から30メートル以内の
場所では、ほかの車を追い越したり、
追い抜いたりしてはいけない。
❸ ○（教則第5章第3節 歩行者の保
護など6-1）歩行者用道路では、沿道
に車庫を持つ車などで特に通行を
認められた車だけが通行できる。こ

の場合は、特に歩行者に注意して徐
行しなければならない。
❹ ○（教則第5章第3節 歩行者の保
護など7-2）追越しなどのため自転車
のそばを通るときは、自転車のふら
つきなどを予想し、自転車との間に
安全な間隔を空けるか、徐行しなけ
ればならない。
❺ ×（教則第5章第3節 歩行者の保
護など7-3）道路に面した場所に出入
りするため歩道や路側帯や自転車道
を横切る場合には、その直前で一時
停止をし、自転車がいないかを確か
めるようにする。

TS名 運行情報センター 食堂・宿泊施設など
札 幌 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 食　堂 	 １２月	３１日（月）	15：００	～	１月２日（水）	１０：００

苫 小 牧 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 食　堂 	 １２月	３０日（日）	２１：００	～	１月２日（水）	１０：００

青 森 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ８：３０

盛 岡 	 １２月	２９日（土）	１8：００	～	１月４日（金）	 ８：００ 食　堂 	 １２月	２９日（土）	１８：００	～	１月４日（金）	 ８：００

仙 台 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 食　堂
シャワー

	 １２月	２８日（金）	１８：３０	～	１月４日（金）	 ８：００
	 １２月	２８日（金）	１６：３０	～	１月７日（月）	 ９：００

白 河 の 関 	 １２月	２８日（金）	１７：３０	～	１月７日（月）	 ８：３０ コインシャワー・
コインランドリー・休憩室 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００

茨 城 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 平常通り営業

矢 板 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 食堂・浴室
女性用シャワー 	 １２月	２８日（金）	２２：００	～	１月４日（金）	１１：００

大 宮 	 １２月	２８日（金）	２０：００	～	１月４日（金）	 ８：００ 平常通り営業

東 神 	 １２月	３０日（日）	　９：００	～	１月３日（木）	１７：００

新 潟 	 １２月	２８日（金）	１９：００	～	１月７日（月）	 ８：００ シャワー 	 １２月	２８日（金）	１８：３０	～	１月７日（月）	 ８：００

金 沢 	 １２月	２７日（木）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

浜 松 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ８：００ 食堂 ･売店
浴室・宿泊・仮眠

	 １２月	２９日（土）	１４：００	～	１月４日（金）	１１：００
	 １２月	２９日（土）	１０：００	～	１月４日（金）	１２：００

安 城 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 食堂・シャワー
ランドリー

	 １２月	３０日（日）	18：00	～	１月４日（金）	１０：００

名 古 屋 	 １２月	２８日（金）	２０：００	～	１月７日（月）	 ８：００ 食　堂
宿泊・入浴

	 １２月	２８日（金）	１４：００	～	１月７日（月）	 ７：００
	 １２月	２９日（土）	 ９：００	～	１月７日（月）１０：００

亀 山 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ８：００
食　堂
売　店

浴室・宿泊・仮眠

	 １２月	２９日（土）	１４：００	～	１月４日（金）	１１：００
	 １２月	２９日（土）	１７：００	～	１月４日（金）	 ８：００
	 １２月	２９日（土）	１７：００	～	１月４日（金）	１０：００

彦 根 	 １２月	２７日（木）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 食堂・宿泊・浴室 	 １２月	２７日（木）	21：００	～	１月７日（月）	 ８：００

大 阪 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 平常通り営業（24時間営業）

奈 良 ・ 針 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 休憩室・コインシャワー・
コインランドリー 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００

岡 山 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 食　堂
宿泊・シャワー

	 １２月	２８日（金）	１８：００	～	１月７日（月）	１１：００
	 １２月	２８日（金）	１６：００	～	１月７日（月）	 ８：００

尾 道 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ８：００ シャワー・トイレ・洗濯機
コンビニ

	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ８：００
平常通り営業（24時間営業）

三 次 	 １２月	２８日（金）	１５：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 食堂・浴室 	 １２月	２８日（金）	１５：００	～	１月４日（金）	１１：００

北 九 州 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００ 休憩室
トイレ・シャワー・ランドリー

	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月７日（月）	 ９：００
平常通り営業（２４時間営業）

鳥 栖
	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００
　◎短縮営業
	 １月	４日（金）	 ９：００	～	15：００

食堂・浴室

宿　泊

	 １２月	３１日（月）	１５：００	～	１月２日（水）	１１：００
◎短縮営業　１月３日（木）、４日（金）１１：００～１５：００
	 １２月	３１日（月）	 ９：００	～	１月４日（金）	 ９：００

諫 早 	 １２月	２８日（金）	２０：００	～	１月７日（月）	１０：００
食　堂
浴　室
宿　泊

	 １２月	２８日（金）	１４：３０	～	１月７日（月）	１０：００
	 １２月	２８日（金）	２０：００	～	１月７日（月）	１２：００
	 １２月	２８日（金）	１０：００	～	１月７日（月）	１５：００

大 分 	 １２月	２８日（金）	１８：００	～	１月４日（金）	 ８：００ 	 １２月	２９日（土）	１５：００	～	１月４日（金）	 ８：００

宮 崎 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００ 休憩室・シャワー 	 １２月	２８日（金）	１７：００	～	１月４日（金）	 ９：００

鹿 児 島 	 １２月	２８日（金）	１７：３０	～	１月７日（月）	 ８：３０ 休憩室・コインシャワー 	 １２月	２８日（金）	１７：３０	～	１月７日（月）	 ８：３０

TS名 給油所
岡 山 	 １２月	２９日	（土）	２０：００	〜	１月４日	（金）	７：００
尾 道 	 １２月	３０日	（日）	２１：００	〜	１月２日	（水）	６：００
三 次 	 １２月	２８日	（金）	２０：００	〜	１月５日	（土）	８：００
北 九 州 平常通り営業

⇨�携帯電話用のトラックステーションリストを作成しま
した。お持ちの携帯電話・スマートフォンのバーコー
ドリーダーを右のQRコードにかざしてください。

※詳細は各運行情報センター等へお問い合わせください。

▷変更の際は随時全日本トラック協会のホームページにてお知らせします。

TS名 給油所
青 森 	 １２月	３１日	（月）	１２：００	〜	１月４日	（金）   ８：００
大 宮 平常通り営業

新 潟

	 １２月	３１日	（月）	１９：00	〜	１月４日	（金）   ７：００
　◎短縮営業
１２月２９日（土）、３１日（月）、１月４日（金）、５日（土）
７：００〜１９：００
１２月３０日（日）、１月６日（日）８：３０〜１７：３０

金 沢

	　　１月１日	（火）	  ８：00	 〜	１月２日（水）１９：００
　◎短縮営業
１２月２８日（金）７：００〜１９：００
１２月２９日（土）８：００〜１９：００
１２月３０日（日）、３１日（月）　８：００〜１７：００
１月３日（木）、４日（金）　８：００〜１７：００

名古屋TS

仙台TS

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
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ー
シ
ョ
ン
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報

　

茨
城
Ｔ
Ｓ
で
は
12
月
１
日

㈯
よ
り
︑
浴
室
の
深
夜
時
間
帯

（
22
時
～
翌
５
時
）
の
営
業

を
再
開
す
る
︒

浴
室
の
深
夜
時
間
帯
の
営
業

を
再
開

茨
城
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（公社）全日本トラック協会施設事業部 （平成30年11月26日現在）TS 年　 末　 年　 始　 休　 業　 案　 内
（平成30 〜 31年）

トラックステーション全国28か所に
設置されたTS
安全運行のお手伝い
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ＩT導入補助金 公募期間延長 2018年12月18日（火）まで

2018・12・1

▼
創
建
の
年

代
に
は
諸
説

あ
り
ま
す
が
︑

日
本
最
古
の

学
校
と
し
て

有
名
な
栃
木
県
の
﹁
足
利
学
校
﹂︒
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
︑﹁
日
本

国
中
最
も
大
に
し
て
︑
最
も
有
名
な
坂

東
の
大
学
﹂
と
世
界
に
紹
介
し
て
い
ま

す
︒
▼
私
が
初
め
て
足
利
学
校
を
訪
れ

た
の
は
︑
小
学
校
５
年
生
の
遠
足
で
し

た
︒
観
光
バ
ス
を
降
り
る
と
︑
友
達
と

一
緒
に
紅
葉
し
た
木
々
の
下
を
一
気
に

校
門
ま
で
駆
け
抜
け
た
思
い
出
が
あ
り

ま
す
︒
当
時
は
︑
あ
ま
り
観
光
地
と
い

う
印
象
は
な
く
︑
建
物
も
質
素
で
し

た
︒
▼
２
度
目
に
訪
れ
た
の
は
︑
30
代

後
半
の
時
に﹁
痔
﹂の
手
術
を
し
た
際
︑

入
院
患
者
７
人
で
作
っ
た
﹁
痔
︱
７
﹂

（
じ
ー
せ
ぶ
ん
）
の
会
で
し
た
︒
７
人

全
員
が
埼
玉
県
深
谷
市
の
外
科
肛
門
科

病
院
を
退
院
し
て
２
か
月
後
に
︑
幹
事

役
の
住
む
足
利
市
で
再
会
し
ま
し
た
︒

▼
校
内
を
観
光
後
に
︑
近
く
の
蕎
麦
屋

で
各
自
が
お
尻
の
具
合
を
報
告
し
な
が

ら
︑
恐
る
恐
る
乾
杯
し
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
︒
消
防
士
︑教
職
員
︑自
営
業
︑

調
理
師
︑
ご
住
職
︑
大
学
生
と
︑
全
く

異
な
る
職
種
に
就
く
７
人
の
集
ま
り

は
︑そ
の
後
４
回
程
続
き
ま
し
た
︒時
々

お
尻
が
痛
く
な
る
と
︑﹁
み
ん
な
ど
う

し
て
い
る
か
な
﹂
と
︑
不
意
に
あ
の
６

人
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
︒
▼
３
度

目
の
今
回
は
︑
時
間
に
余
裕
が
あ
り
︑

入
口
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
案
内
を

お
願
い
し
ま
し
た
︒
風
見
さ
ん
と
い
う

60
代
の
元
教
師
然
と
し
た
女
性
で
し
た

が
︑
簡
潔
明
瞭
な
説
明
で
無
駄
が
な

く
︑
感
心
し
き
り
で
し
た
︒
▼
校
門
に

掲
げ
ら
れ
た
﹁
学
校
﹂
の
文
字
は
︑
修

学
意
欲
を
駆
り
立
て
る
に
相
応
し
い
力

強
さ
を
感
じ
ま
し
た
︒
学
校
（
庫
裏
）

の
入
口
左
側
に
﹁
宥
座
之
器
﹂（
ゆ
う

ざ
の
き
） 

が
あ
り
ま
し
た
︒
木
に
吊
る

さ
れ
た
丸
い
器
（
ボ
ー
ル
）
は
︑
平
素

は
傾
い
て
い
ま
す
が
適
量
の
水
を
入
れ

る
と
水
平
に
な
り
均
衡
が
保
た
れ
︑
必

要
以
上
の
水
を
入
れ
る
と
器
は
傾
き
︑

中
の
水
は
全
て
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
︒

孔
子
の
﹁
中
庸
﹂
の
教
え
と
さ
れ
︑
人

間
の
慢
心
や
無
理
を
戒
め
て
い
ま
す
︒

知
ら
ず
知
ら
ず
に
自
身
を
過
大
評
価
し

て
し
ま
う
の
は
人
間
の
常
︒
何
事
も
︑

驕
ら
ず
ほ
ど
ほ
ど
が
良
い
と
気
を
付
け

た
い
も
の
で
す
︒
▼
来
年
は
︑
今
上
天

皇
の
ご
退
位
に
伴
い
︑
新
た
な
元
号
が

制
定
さ
れ
ま
す
︒
そ
の
昔
に
︑
上
杉
憲

実
が
足
利
学
校
に
寄
贈
し
た
蔵
書
の
中

に
は
国
宝
も
含
ま
れ
︑
過
去
の
元
号
の

典
拠
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
は

非
常
に
興
味
深
い
で
す
︒
歴
史
は
ミ
ス

テ
リ
ー
か
つ
ロ
マ
ン
に
溢
れ
︑﹁
面
白

い
﹂
の
一
言
で
す
︒
▼
日
本
史
の
３
大

ミ
ス
テ
リ
ー
と
言
え
ば
︑
①
本
能
寺
の

変
（
信
長
は
︑
な
ぜ
本
能
寺
に
１
５
０

の
兵
し
か
置
か
な
か
っ
た
の
か
）︑
②

邪
馬
台
国
と
卑
弥
呼
（
国
は
ど
こ
で
︑

卑
弥
呼
は
ど
ん
な
人
物
だ
っ
た
の

か
）︑
③
坂
本
龍
馬
暗
殺
（
一
体
誰
が

何
の
目
的
で
龍
馬
を
殺
め
た
の
か
）
︱

︱
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
で
す
︒
研
究
家

に
よ
っ
て
は
﹁
61
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
あ

る
﹂
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
︑﹁
謎
﹂

は
永
遠
の
﹁
謎
﹂
で
あ
る
か
ら
面
白
い

の
で
す
︒
▼
今
年
は
︑
明
治
維
新
か
ら

数
え
て
１
５
０
年
の
節
目
の
年
で
す
︒

幕
藩
体
制
の
終
焉
後
の
新
た
な
舵
取
り

の
中
で
︑
多
く
の
尊
い
命
が
露
と
消
え

ま
し
た
︒
一
分
一
秒
を
大
事
に
し
て
︑

国
の
行
く
末
を
案
じ
た
先
達
の
思
い

は
︑
推
し
て
知
る
べ
し
で
す
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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２
人
の
社
員
か
ら

介
護
離
職
の
相
談
が

　
社
労
士
と
連
携
し
て

離
職
防
止
に
動
き
出
す

　

相
川
運
送
㈲
（
相
川
宏
之

取
締
役
社
長
）
は
︑
24
人
の

社
員
を
抱
え
る
運
送
会
社
で

あ
る
︒
社
員
の
年
齢
構
成
を

み
る
と
︑
30
代
の
社
員
（
３

人
）
を
除
く
21
人
が
40
代
以

上
と
な
っ
て
お
り
︑
社
員
の

平
均
年
齢
は
55
歳
に
達
し
て

い
る
︒

　

さ
て
︑
平
成
29
年
夏
の
盆

休
み
明
け
に
︑相
川
社
長
は
︑

同
社
で
総
務
や
経
理
を
一
手

に
引
き
受
け
て
い
た
部
長

（
当
時
53
歳
）
か
ら
相
談
を

受
け
た
︒
部
長
は
青
森
県
の

出
身
で
︑
高
齢
の
父
と
兄
が

青
森
で
入
院
し
て
い
た
︒
そ

れ
ま
で
︑
父
と
兄
の
世
話
は

親
族
が
引
き
受
け
て
い
た
が
︑

﹁
会
社
を
辞
め
て
実
家
に
戻

り
︑
父
と
兄
の
介
護
を
し
た

い
﹂
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
︒

　

そ
の
相
談
と
前
後
し
︑
も

う
一
人
の
社
員
Ａ
さ
ん
（
当

時
49
歳
）
か
ら
も
︑﹁
東
京

都
西
東
京
市
に
住
む
母
が
大

動
脈
解
離
と
脳
梗
塞
を
発
症

し
た
が
︑
容
体
が
安
定
し
︑

間
も
な
く
病
院
を
退
院
す
る

こ
と
に
な
る
︒
母
の
退
院
後

う
話
が
あ
っ
た
︒

　

介
護
離
職
に
よ
っ
て
同
時

期
に
２
人
の
社
員
を
失
う
こ

と
は
︑
同
社
に
と
っ
て
非
常

に
大
き
な
痛
手
と
な
る
︒
そ

こ
で
︑
相
川
社
長
は
同
社
と

は
実
家
で
介
護
を
す
る
必
要

が
あ
る
︒
し
か
し
︑自
宅
（
千

葉
県
浦
安
市
）
と
実
家
は
離

れ
て
お
り
︑
仕
事
を
し
な
が

ら
介
護
の
た
め
に
毎
日
実
家

に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
︑
会
社
を
退
職
し
て
母
の

介
護
に
専
念
し
た
い
﹂
と
い

以
前
か
ら
取
引
の
あ
っ
た
社

会
保
険
労
務
士
（
社
労
士
）

と
相
談
し
な
が
ら
︑﹁
仕
事

と
介
護
の
両
立
﹂
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
す
る
こ
と

に
し
た
︒

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
負
担
軽
減

　
社
員
の
働
き
方
の

選
択
肢
を
広
げ
る

　

介
護
離
職
対
策
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
︑
同
社
で
は
東

京
都
に
よ
る
﹁
東
京
都
中
小

企
業
雇
用
環
境
整
備
推
進
奨

励
金
﹂
を
活
用
し
た
︒
こ
れ

は
︑
仕
事
と
介
護
の
両
立
な

ど
を
推
進
す
る
中
小
企
業
に

対
し
て
奨
励
金
が
支
給
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
︒

　

同
奨
励
金
を
活
用
し
て
の

取
り
組
み
事
項
と
し
て
は
︑

①
介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口

の
設
置
お
よ
び
研
修
会
へ
の

参
加
︑
②
仕
事
と
介
護
の
両

立
に
係
る
従
業
員
ニ
ー
ズ
調

査
︑
③
社
内
制
度
周
知
︑
④

取
組
計
画
の
策
定
（
働
き
方

の
見
直
し
）︑
⑤
計
画
等
の

策
定
︱
︱
で
あ
る
︒
同
社
で

も
︑
介
護
離
職
防
止
に
関
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
︑
活
動
内
容
の
検

討
を
始
め
た
︒
同
チ
ー
ム
の

当
初
メ
ン
バ
ー
は
︑
相
川
社

長
と
部
長
の
２
人
で
あ
っ
た
︒

し
か
し
︑
活
動
内
容
の
具
体

的
な
検
討
に
入
る
前
に
︑
部

長
は
介
護
の
た
め
に
同
社
を

退
職
し
︑
青
森
に
帰
郷
し
て

し
ま
っ
た
︒

　

一
方
︑
Ａ
さ
ん
に
つ
い
て

も
︑
今
後
に
向
け
た
会
社
と

の
話
し
合
い
が
佳
境
に
差
し

か
か
っ
て
い
た
︒
Ａ
さ
ん
に

は
︑
妻
と
３
人
の
幼
い
子
ど

も
が
い
た
︒
母
の
介
護
に
直

面
し
︑
妻
と
２
人
で
は
ど
う

し
て
い
い
か
が
分
か
ら
ず
︑

思
い
悩
む
日
々
を
送
っ
て
い

た
︒
Ａ
さ
ん
か
ら
の
相
談
を

受
け
︑
相
川
社
長
は
﹁
何
と

し
て
も
介
護
離
職
を
食
い
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂と
︑

社
労
士
と
相
談
し
て
対
策
を

検
討
︒
そ
の
結
果
︑﹁
介
護

保
険
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
す
る
﹂
と
い
う
案
が

打
ち
出
さ
れ
た
︒

　

Ａ
さ
ん
の
妻
は
︑
も
と
も

と
医
療
関
係
で
働
い
て
い
た
︒

そ
の
た
め
︑
平
日
は
妻
が
西

東
京
市
の
実
家
に
行
っ
て
介

護
に
専
念
し
︑
週
末
は
Ａ
さ

ん
を
含
め
︑
家
族
全
員
で
実

家
に
行
く
こ
と
と
し
た
︒
平

日
の
子
ど
も
の
面
倒
は
Ａ
さ

ん
が
見
る
こ
と
に
な
っ
た
が
︑

仕
事
中
は
子
ど
も
た
ち
を
保

育
園
に
預
け
る
も
の
の
︑
朝

の
準
備
や
子
ど
も
の
保
育
園

へ
の
送
り
迎
え
を
一
人
で
す
べ

て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
た
め
︑
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
た
︒
そ
こ
で
︑

朝
５
時
～
８
時
の
間
︑
同
サ

ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
自
宅
に

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

て
も
ら
い
︑
家
事
を
分
担
し

て
も
ら
う
こ
と
で
Ａ
さ
ん
の

負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
に
し

た
︒
な
お
︑
同
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
に
伴
っ
て
発
生
す
る
費

用
は
︑﹁
介
護
離
職
防
止
﹂

と
い
う
観
点
か
ら
︑
同
社
で

負
担
し
て
い
る
︒

　
﹁
仕
事
を
続
け
な
が
ら
母

の
介
護
が
で
き
る
﹂
体
制
の

構
築
に
よ
り
︑
Ａ
さ
ん
は
同

社
で
仕
事
を
続
け
て
い
く
決

意
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
い
る
社
員
が
介
護
の
た

め
に
離
職
し
て
し
ま
う
こ
と

は
︑
会
社
と
し
て
は
大
き
な

ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
︒
部

長
が
介
護
離
職
の
相
談
を
し

て
き
た
際
に
は
︑
テ
レ
ワ
ー

ク
を
導
入
し
て
︑
青
森
の
実

家
で
も
仕
事
の
で
き
る
体
制

の
整
備
を
提
案
し
ま
し
た
が
︑

﹃
そ
こ
ま
で
会
社
に
甘
え
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
﹄
と
離

職
し
ま
し
た
︒
社
員
が
家
族

の
介
護
の
問
題
を
抱
え
︑
会

社
を
休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
際
に
は
︑﹃
私
的
な
こ
と

で
会
社
に
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
︑
申
し
訳
な
い
﹄
と
感

じ
て
し
ま
い
︑
そ
の
結
果
介

護
離
職
に
至
っ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
も
多
い
と
聞
き
ま
す
︒

当
社
と
し
て
は
︑﹃
社
員
の

働
き
方
の
選
択
肢
を
広
げ
︑

介
護
と
仕
事
の
両
立
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
﹄
と
い
う
思
い

で
︑
社
労
士
に
相
談
し
な
が

ら
介
護
離
職
防
止
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
た
﹂（
相

川
社
長
）

ア
ン
ケ
ー
ト
で
社
員
の

介
護
の
現
状
を
調
査
し

奨
励
金
を
活
用
し
な
が
ら

体
制
強
化
を
進
め
る

　

介
護
離
職
防
止
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
︑
ま
ず
社
員
の
介
護
の
現

状
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
︒
そ
の
た
め
同
社
で

は
︑
全
社
員
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑﹁
こ
れ
ま

で
に
介
護
を
し
た
こ
と
の
あ

る
﹂
社
員
は
同
社
社
員
全
体

の
28
・
６
％
︑﹁
現
在
も
介

護
を
行
っ
て
い
る
﹂
社
員
は
９

・
５
％
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑

現
在
介
護
を
行
う
必
要
は
な

い
も
の
の
︑
自
分
の
親
や
義

理
の
親
な
ど
に
﹁
今
後
５
年

間
に
介
護
を
す
る
可
能
性
が

あ
る
﹂
と
回
答
し
た
社
員
は

57
・
９
％
と
な
り
︑
実
に
半

数
以
上
を
占
め
る
結
果
と
な

っ
た
︒
さ
ら
に
介
護
に
関
す

る
社
内
の
支
援
制
度
に
つ
い

て
尋
ね
た
と
こ
ろ
︑﹁
制
度

が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
﹂
社
員
が
61
・
９
％
も
い

た
の
で
あ
る
︒

　
﹁
介
護
離
職
が
︑
当
社
に

と
っ
て
そ
こ
ま
で
身
近
で
︑

か
つ
非
常
に
深
刻
な
問
題
で

あ
っ
た
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
︒
当
社
の
よ
う
な

中
高
年
の
社
員
を
多
く
抱
え

る
中
小
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
︑
介
護
離
職
対
策
は
事
業

継
続
へ
の
喫
緊
の
課
題
だ
と

感
じ
ま
し
た
﹂（
同
）

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
︑

同
社
で
は
﹁
東
京
都
中
小
企

業
雇
用
環
境
整
備
推
進
奨
励

金
﹂
を
活
用
し
な
が
ら
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
︒

①�

介
護
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
体
制
の
強
化

　

介
護
の
必
要
が
出
て
き
た

社
員
の
中
に
は
︑﹁
介
護
の

よ
う
な
家
庭
内
の
事
情
は
誰

に
も
相
談
で
き
な
い
﹂
と
考

え
︑
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込

ん
で
し
ま
う
人
も
少
な
く
な

い
︒
そ
の
た
め
︑
同
社
で
は

﹁
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
﹂
を
推
進
︒﹁
何
か
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
社
長
や

管
理
職
に
遠
慮
な
く
言
っ
て

ほ
し
い
﹂
と
社
員
に
呼
び
か

け
て
い
る
︒

　
﹁
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気

づ
く
り
﹂
の
一
環
と
し
て
︑

同
社
で
は
︑
点
呼
の
際
の
声

か
け
を
強
化
し
た
ほ
か
︑
事

務
所
に
茶
菓
子
を
用
意
し
て

お
き
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
務

か
ら
帰
っ
て
き
た
際
に
は
茶

菓
子
を
食
べ
て
も
ら
い
な
が

ら
管
理
職
が
話
を
聞
く
よ
う

な
形
に
改
善
し
た
と
い
う
︒

　

こ
れ
ま
で
は
︑
あ
い
さ
つ

も
素
っ
気
な
く
︑
仕
事
が
終

わ
れ
ば
す
ぐ
に
帰
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
社
員
も
い
た
が
︑

﹁
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
﹂
が
進
む
に
つ
れ
て
︑

管
理
職
と
社
員
と
の
交
流
が

深
ま
っ
て
き
た
と
い
う
︒

　

そ
う
し
た
会
話
の
中
で
介

護
の
話
が
出
て
き
た
際
に
は
︑

相
川
社
長
が
社
員
に
じ
っ
く

り
話
を
聞
い
た
後
で
︑
社
労

士
に
相
談
し
︑
社
内
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
資
料
な
ど
を

基
に
し
て
説
明
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
る
︒

②�

社
内
制
度
の
周
知
徹
底

　

介
護
に
関
す
る
社
内
の
支

援
制
度
に
つ
い
て
社
員
の
理

解
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
か

ら
︑
同
社
で
は
社
内
制
度
の

周
知
徹
底
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
︒

　

同
社
で
は
月
に
１
度
実
施

す
る
安
全
全
体
会
議
の
中
で

社
内
制
度
に
関
す
る
説
明
を

行
い
︑
い
ざ
と
い
う
時
に
制

度
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
︒

③�

管
理
職
に
対
し
て
勉
強
会

へ
の
参
加
を
推
奨

　

同
社
に
は
現
在
︑
課
長
ク

ラ
ス
の
管
理
職
が
３
人
在
籍

し
て
い
る
︒

　

社
労
士
が
社
外
で
月
に
１

度
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る

が
︑
こ
れ
ま
で
は
相
川
社
長

が
参
加
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
だ
っ
た
︒
こ
う
し
た
社
外

の
勉
強
会
に
管
理
職
を
参
加

さ
せ
︑
介
護
離
職
を
は
じ
め

と
し
た
労
働
や
社
会
保
険
に

関
す
る
諸
問
題
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
い
︑
介
護
に
直

面
し
た
社
員
に
対
し
て
分
か

り
や
す
い
説
明
を
迅
速
に
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒ま
た
︑

社
長
と
管
理
職
が
同
じ
勉
強

会
に
参
加
す
る
こ
と
で
︑
諸

問
題
に
対
す
る
会
社
と
し
て

の
考
え
方
の
共
有
化
も
図
ら

れ
た
︒

④�

長
期
休
職
の
際
の
バッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
の
充
実
強
化

　

介
護
な
ど
に
よ
る
社
員
の

長
期
休
職
の
際
に
も
︑
代
わ

り
の
社
員
が
仕
事
の
穴
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
︑

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
充
実

強
化
も
進
め
て
い
る
︒

ま
す
ま
す
高
ま
る

介
護
離
職
リ
ス
ク

　
制
度
を
整
え

荷
主
の
理
解
も
必
要

　

社
員
の
介
護
離
職
を
き
っ

か
け
に
︑﹁
仕
事
と
介
護
の

両
立
﹂
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
同
社
︒

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
︑

相
川
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
当
社
で
介
護
離
職
に
至
っ

た
の
は
現
時
点
で
は
１
人
で

す
が
︑
社
員
の
高
齢
化
と
と

も
に
そ
の
親
世
代
の
高
齢
化

も
進
む
こ
と
か
ら
︑
介
護
離

職
の
リ
ス
ク
は
今
後
ま
す
ま

す
高
ま
る
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

会
社
と
し
て
は
︑
社
内
制
度

を
整
え
な
が
ら
︑
社
員
の
介

護
離
職
を
防
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
も
ち
ろ

ん
︑
新
し
い
制
度
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
原
資
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
︒
社
員
の
突

然
の
介
護
離
職
に
よ
っ
て
︑

荷
主
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
︒
で
す
か
ら
︑
荷
主
に

対
し
て
も
介
護
離
職
へ
の
対

応
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
︒

荷
主
の
理
解
を
得
な
が
ら
介

護
離
職
防
止
に
向
け
た
制
度

の
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と

も
に
︑社
員
の
理
解
を
促
し
︑

様
々
な
制
度
の
活
用
を
通
じ

て
介
護
離
職
を
防
い
で
い
く

こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
︒
取
り
組
み
を
通
じ
て
何

と
し
て
も
介
護
離
職
を
阻
止

し
︑
当
社
の
事
業
継
続
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂

（
取
材
協
力
）
相
川
運
送
㈲

　

相
川
宏
之
取
締
役
社
長

会社の事業継続に深刻なダメージを与える「介護離職」の現状
　少子高齢化が加速する中で、我が国の高齢化率（65歳以上人口割合）は
上昇傾向にあり、平成26年には26.0％に達している。また、高齢者の増加
とともに、要介護（要支援）認定者数も増加傾向にある。認定者は、12年（218
万人）から27年（608万人）までの15年間で約2.79 倍にも達しており、
近年では増加のペースが拡大している※１。
　核家族化と女性の社会進出が進んだ現在の我が国では、要介護状態となっ
た高齢者を介護できる立場の家族の数が減少したことで、仕事をしながら家
族の介護を行っている人も少なくない。厚生労働省が 25年に行ったアンケ
ート※２によると、自分で介護を担っている就労者の割合は、40～ 49歳で
9.8％、50～ 59歳で15.4％となっている。
　こうした就労者の中には、家族を介護するためにやむなく仕事を退職する
「介護離職」に踏み切らざるを得ない人も少なくない。中高年世代の社員は、
会社の業務の中核を担う社員であることも多く、介護離職は会社の事業継続
に深刻なダメージを与えかねないのである。
※１ �「改正育児・介護休業法　参考資料集」厚労省雇用均等・児童家庭局　職業家庭
両立課（28年８月）

※２ 厚労省「仕事と介護の両立に関する労働者アンケート調査」結果概要（25年１月実施）

相川　宏之
取締役社長

　

近
年
︑
自
分
の
家
族
を
介
護
す
る
た

め
に
や
む
な
く
仕
事
を
退
職
す
る
﹁
介

護
離
職
﹂
が
増
え
て
い
る
︒
家
族
の
介

護
を
担
う
中
高
年
世
代
の
社
員
は
︑
会

社
の
業
務
の
中
核
を
担
う
人
材
で
あ
る

こ
と
も
多
い
た
め
︑
こ
う
し
た
人
材
の

介
護
離
職
は
会
社
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
︒
ま
た
︑社
員
に
と
っ
て
も
︑

介
護
離
職
に
至
る
こ
と
で
︑
経
済
的
︑

精
神
的
︑
肉
体
的
に
追
い
込
ま
れ
て
し

ま
い
か
ね
な
い
︒

　

今
回
は
︑
社
員
の
介
護
離
職
に
直
面

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
︑
介
護
離
職

防
止
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
︑
相

川
運
送
㈲
（
東
京
都
江
戸
川
区
）
を
紹

介
す
る
︒

中
高
年
社
員
の
親
世
代
の
高
齢
化
に
伴
い
介
護
離
職
が
増
加

社
員
の
悩
み
に
向
き
合
い
「
仕
事
と
介
護
の
両
立
」
目
指
す

「社員の介護離職」
会社の事業継続を揺るがした

相川運送㈲  ［代表取締役会長 相川 宣幸］
　　　　　  ［　　取締役社長 相川 宏之］
本　　社　東京都江戸川区東葛西 2-19-9
設　　立　昭和 41年 11月8日
資 本 金　300万円
従業員数	 24人（うちドライバー19人）
車 両 数	 21 台

企業概要

検 索相川運送㈲

コラム

物流物流

相川運送㈲
東京都

第 37回

悩みを抱える社員との話し合いを重ね、「仕事と介護の両立」への道を探っている

東京都内や近隣県への印刷物や出版物の輸送を中心に事業を
展開している同社


